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子
ど
も
の
病
気
や
病
気

回
復
期
の
た
め
、
保
育
所

（
園
）、
幼
稚
園
、
学
校
を

休
ん
で
い
る
子
ど
も
を
保
護

者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
病

児
・
病
後
児
保
育
施
設
「
す

こ
や
か
」、「
の
び
の
び
」
が

あ
り
ま
す
。利
用
す
る
に
は
、

事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

※
事
前
登
録
は
、本
庁
、
総

合
支
所
・
支
所
お
よ
び
各
施

設
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
市
内
に
居
住
す
る
生
活

保
護
世
帯
の
人
＝
無
料

◦
市
内
に
居
住
す
る
人
＝

１
日
１
０
０
０
円
（
平
成
24

年
３
月
ま
で
２
０
０
０
円
）

◦
市
内
に
勤
務
し
て
い
る

人
＝
１
日
３
０
０
０
円

◦
上
記
以
外
の
人
＝ 

１
日

４
０
０
０
円

※
半
日
（
５
時
間
15
分
以

内
）
の
利
用
は
半
額
と
な

り
ま
す
。 

お
お
む
ね
生
後
４
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
が
い
る
家
庭
を
、
民
生
委
員
児

童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
が
訪
問
し
ま

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
市
の
保
健

師
お
よ
び
保
育
士
等
が
引
き
続
き
訪
問

し
、
養
育
相
談
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
手
当
か
ら
「
児
童

手
当
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す

（
今
後
の
国
の
動
向
で
変
更
あ

り
）。手

当
の
額
は
、
中
学
生
ま
で

の
子
ど
も
を
対
象
に
、
第
１
子

お
よ
び
第
２
子
は
１
０
０
０
０

円
、
第
３
子
以
降
１
５
０
０
０

円
（
た
だ
し
、
小
学
生
ま
で
）、

３
歳
未
満
は

１
５
０
０
０
円

で
す
。 

平
成
24
年
６
月
以
降
の
支

給
分
か
ら
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限

者
に
も
子
ど
も
一
人
に
つ
き

５
０
０
０
円
が
給
付
さ
れ
る
予

定
で
す
。 

八
女
市
民
の
誕
生
を
祝
福
し
、
心
身
と
も
に
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
お
子
さ
ま
１
人
に
「
や
め
っ

子
夢
祝
金
」（
５
０
０
０
０
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
の
お
子
さ
ま
は
平
成
24
年
４
月
１
日

以
降
の
出
産
児
か
ら
で
、
父
ま
た
は
母
が
、
出
産
の

日
ま
で
引
き
続
き
３
か
月
以
上
居
住
（
住
民
登
録
）

し
て
い
れ
ば
申
請
で
き
ま
す
。 

市
内
に
21
か
所
の
保
育
所

（
園
）
が
あ
り
、
お
お
む
ね
生
後

６
か
月
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま

で
の
お
子
さ
ま
を
１
４
６
０
人

（
定
員
）
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

就
労
す
る
保
護
者
を
支
援
す
る

た
め
、
延
長
・一時
・
休
日
保
育

事
業
や
保
育
所
（
園
）
に
通
っ

て
い
な
い
幼
児
と
の
交
流
を
図
る

た
め
、
園
庭
開
放
を
行
う
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。 

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら
保
育

料
を
国
の
基
準
よ
り
階
層
に
応

じ
て
５
０
０
円
か
ら
７
１
０
０
０

円
の
減
額
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あなたの子育てを応援します。
♥
や
め
っ
子
夢
祝
金

♥「
児
童
手
当
」
給
付

♥保育事業

♥
病
児
・
病
後
児
保
育

♥
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

（
乳
児
家
庭
全
戸
）
訪
問

◦問い合わせ＝八女市役所子育て支援課（☎２３・１３５１）

お
子
さ
ま
が
誕
生
さ
れ
た
と
き
は

共
働
き
な
ど
の
た
め
、家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
と
き
は

子どもが病気、しかし仕事を休めないときは 

新しい
サービス
平成24年度から３年間

「のびのび」（八女市黒木
町☎ 42・0673）

「すこやか」（八女市高塚
☎ 23・7121）

利用料が変わり
ます

一部変更します



広報やめ　2012.4.13

子
育
て
の
援
助
を

受
け
た
い
と
き
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。
講
習
を
受
け
会
員
登
録
す
る
と

利
用
で
き
ま
す
。

利
用
料
金
は
、
平
成
22
年
度
か
ら

軽
減
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
24
年
度

か
ら
さ
ら
に
１
０
０
円
減
額
し
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
や
め
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー

ト・セ
ン
タ
ー（
☎
２
３
・
１
５
４
６
） 

◦
月
曜
～
土
曜
（
７
時
～
19
時
）

１
時
間
に
つ
き　
２
０
０
円

◦
月
曜
～
土
曜
（
19
時
～
21
時
）

１
時
間
に
つ
き　
４
０
０
円

◦
日
曜
・
祝
日
（
７
時
～
19
時
）

１
時
間
に
つ
き　
４
０
０
円

◦
日
曜
・
祝
日
（
19
時
～
21
時
）

１
時
間
に
つ
き　
６
０
０
円

子
育
て
中
の
親
子
の
皆
さ
ん
が
、

子
育
て
を
し
て
い
る
仲
間
同
士
、
み

ん
な
で
楽
し
み
、
考
え
、
支
え
あ
っ

て
い
け
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
は
「
大
変
！
」「
困
っ
た
！
」

と
思
っ
た
り
、
落
ち
込
ん
だ
り
、
悩

ん
だ
り
す
る
前
に
、
い
つ
で
も
気
軽

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る

ほ
か
、講
座
等
も
開
催
し
て
い
ま
す
。 

あなたの子育てを応援します。

市
内
に
は
18
か
所
学
童
保
育
所
が
あ
り
、
放
課

後
等
に
保
護
者
が
就
労
な
ど
の
た
め
に
不
在
と
な

る
家
庭
の
小
学
生
が
利
用
で
き
ま
す
。 

平
成
24
年
度
か
ら
延
長
保
育
時
間
を
30
分
延
ば

し
て
「
午
後
７
時
ま
で
」、
休
業
日
の
開
所
時
間

を
30
分
早
め
て
「
午
前
７
時
30
分
か
ら
」
と
し
て
、

子
育
て
と
保
護
者
の
就
労
を
支
援
し
ま
す
。 

な
お
、
学
童
保
育
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

♥
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

♥
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

♥
学
童
保
育
事
業

◦つどいの広場
「ちゃちゃこ」
（八女市高塚
☎ 30・2566） 

◦チャイルドルー
ム「ピコロ」

（八女市黒木町桑
原☎ 42・3301） 

◦子育て支援セン
ター「きらきら」

（八女市立花町北
山☎ 24・9090） 

◦子育て支援セン
ター「ほほえみ」

（八女市室岡
☎ 22・4726）

※開所日は、それぞれ違います。
※毎月15日号に情報を掲載しています。 

平成24年度からの新たな子育て応援 

地域で子育ての支援を受けたいときは 

児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
、

家
庭
児
童
相
談
室
が
支
援
し
ま
す
。
子
ど
も
の
成

長
や
家
庭
で
の
問
題
で
お
悩
み
の
人
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
無
料
。

◦
相
談
日
＝
月
曜
～
金
曜

◦
時
間
＝
９
時
30
分
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
市
役
所
内

※
毎
週
火
曜
日
に
は
、
黒
木
総
合
支
所
で
10
時
～

16
時
ま
で
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

※
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
２
３
・
１
４
４
８

♥
家
庭
児
童
相
談
室

子
ど
も
や
家
庭
の
問
題
で

悩
ん
で
い
る
と
き
は

子
ど
も
を
学
童
保
育
に

預
け
た
い
と
き
は 

内容が
充実

します！

利用料が変わり
ます
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◦
対
象

①
平
成
24
年
度
末
ま
で
に
、
市
内

の
既
存
ま
た
は
新
築
の
住
宅
に
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
人

②
市
内
で
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
た
建
売
新
築
住
宅
を
購

入
す
る
人

※
申
請
前
の
工
事
着
工
や
、
申
請

前
の
太
陽
光
発
電
設
置
済
み
建
売

住
宅
の
引
き
渡
し
は
、
補
助
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
補
助
金
額

発
電
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り

２
万
５
千
円

※
予
算
の
範
囲
内
で
上
限
10
万
円

◦
受
付

４
月
２
日
㈪
～

※
平
成
25
年
３
月
中
旬
ま
で
に
工

事
を
完
了
し
、
実
績
報
告
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
余

裕
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
方
法

申
請
書
類
に
記
入
の
上
、
次
の
と

こ
ろ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
書
類
提
出
先・問
い
合
わ
せ

▽
本
庁
社
会
環
境
課

（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
（
☎
４
２
・
１
４
６
３
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
４
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

※
申
請
書
類
は
、
本
庁
社
会
環
境

課
お
よ
び
各
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
の
窓
口
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

現
在
の
八
女
市
の
乳
幼
児
医
療

費
支
給
制
度
は
、
小
学
校
就
学
前

ま
で
通
院
・
入
院
と
も
無
料
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、
さ
ら
に
小

学
生
・
中
学
生
（
15
歳
に
達
す
る

年
度
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
入
院

時
の
医
療
費
に
か
か
る
自
己
負
担

を
無
料
と
し
助
成
を
拡
大
し
ま
す
。

た
だ
し
、
小
学
生
・
中
学
生

は
、
医
療
証
は
交
付
し
ま
せ
ん
の

で
、
医
療
機
関
で
医
療
費
を
一
度

支
払
っ
た
後
に
、
市
に
申
請
さ
れ

る
と
、
後
日
保
険
適
用
分
を
支
給

（
口
座
振
込
）
し
ま
す
。

◦
国
民
健
康
保
険
の
人

入
院
の
領
収
証
・
国
民
健
康
保
険

証
・
印
鑑
・
保
護
者
名
義
の
口
座
番

号
を
市
役
所
へ
持
参
し
申
請
す
る
。

◦
社
会
保
険
の
人

①
療
養
費
支
給
証
明
申
請
書
に
記

入
す
る
（
診
療
月
ご
と
に
記
入
）

※
療
養
費
支
給
証
明
申
請
書
は
市

役
所
窓
口
で
受
け
取
る
か
、
八
女

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

②
療
養
費
支
給
証
明
申
請
書
を
保

険
者
へ
郵
送
す
る

③
療
養
費
支
給
証
明
書
が
保
険
者

か
ら
郵
送
さ
れ
る
。

④
入
院
の
領
収
書
・
社
会
保
険

証
・
印
鑑
・
保
護
者
の
口
座
番
号
・

療
養
費
支
給
証
明
書
を
市
役
所
へ

持
参
し
申
請
す
る
。

※
入
院
時
の
食
事
代
・
居
住
費
等

の
医
療
保
険
の
適
用
を
う
け
な
い

費
用
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
負
担

に
な
り
ま
す
。

※
支
給
に
は
、
診
療
月
か
ら
２
か

月
以
上
を
要
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

▽
市
民
課
公
費
医
療
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
７
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
（
☎
４
２
・
１
４
６
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

「
乳
幼
児
医
療
費
支
給
制
度
」は
、

「
乳
幼
児・こ
ど
も
医
療
費
支
給

制
度
」に
な
り
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発

電
設
置
費
を
補
助

し
ま
す
。

市
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
に
よ
る
環
境

負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

平成24年
4月1日から

小
学
生
・
中
学
生
で
、

平
成
24
年
４
月
以
降
に

入
院
し
た
と
き
の
手
続
方
法

平成24年3月31日まで 平成24年4月1日から

対象者 入院  小学校就学前まで
                    自己負担なし
           通院  小学校就学前まで
                    自己負担なし
※所得制限なし

対象者  入院  15歳に達する年度の3月31日
                     まで自己負担なし
            通院  小学校就学前まで
                     自己負担なし
※  所得制限なし



広報やめ　2012.4.15

八
女
市
の
魅
力
の
情
報
発
信
基

地
と
し
て
、
産
業
お
よ
び
観
光
の

振
興
を
目
的
に
建
設
し
た
八
女
観

光
物
産
館
「
と
き
め
き
」
が
４
月

14
日
㈯
10
時
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

八
女
観
光
物
産
館
は
八
女
伝
統

工
芸
館
に
隣
接
し
、
観
光
情
報
を

発
信
す
る
観
光
案
内
所
、
特
産
物

を
取
り
そ
ろ
え
た
物
産
館
、
来
館

者
に
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
く
交
流

ス
ペ
ー
ス
と
隣
に
は
多
目
的
ト
イ

レ
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

ご
来
場
の
際
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◦
物
産
館
の
開
館
時
間

▽
４
月
～
９
月

９
時
30
分
～
18
時

▽
10
月
～
３
月

9
時
30
分
～
17
時

◦
閉
館
日

第
２
・
第
４
月
曜
日

◦
観
光
案
内
所
開
館
時
間

８
時
30
分
～
17
時
15
分

◉
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
振
興
課

（
☎
２
３・１
５
９
６
）

住
宅
改
修
事
業
補
助
金
制
度

市
内
の
施
工
業
者
に
よっ
て
現
在

お
住
ま
い
の
住
宅
を
改
修
さ
れ
る

人
に
費
用
の一部
を
補
助
し
ま
す
。

４
月
14
日
土
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

八
女
観
光
物
産
館

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー　
10
時
～

▽
八
女
消
防
本
部
「
炎
太
鼓
」
に
よ
る
太
鼓
演
奏

▽
式
典

▽
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

▽
オ
ー
プ
ン
記
念
フ
ェ
ア　
※
4
月
15
日
㈰
ま
で
開
催

※
14
日
㈯
は
、
来
場
者
を
対
象
に
特
産
品
等
が
当
た
る
抽
選
会
も
実
施
！

3月15日㈭には
八女観光物産館
内で引渡式が行
われました。三

田村市長は「八女伝統工芸館とともに、
多くの観光客に喜んで使っていただける
ような施設にしてほしい」と話しました。

市長から㈶八女伝統
工芸館の山口理事長
にカギが渡されました

◦
資
格

　

申
し
込
み
現
在
で
、
市
内
に
住

民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て

い
る
人

※
補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
に

居
住
し
て
い
る
世
帯
主
な
ど
の
諸

条
件
が
あ
り
ま
す
。

◦
補
助
対
象
住
宅

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
が
市

内
に
所
有
す
る
専
用
住
宅
・
併

用
住
宅
の
住
居
部
分
、
集
合
住

宅
の
専
有
部
分

◦
補
助
対
象
工
事

　

市
内
の
施
工
業
者
が
行
う
工

事
費
が
10
万
円
以
上
（
消
費
税

別
）
の
も
の
で
、
申
し
込
み
の
年

度
内
（
３
月
末
）
に
終
わ
る
改

修
工
事

※
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
着

工
し
て
い
る
も
の
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

◦
補
助
金
額

　

改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
（
消

費
税
別
）
の
一
割
に
相
当
す
る
金

額
（
上
限
10
万
円
で
、
千
円
未

満
切
り
捨
て
）

◦
改
修
工
事
の
例

　

屋
根
、
天
井
、
外
壁
、
内
壁
、

床
の
改
修
、
防
音
、
間
取
り
の

変
更
工
事
、
浴
室
、
台
所
、
ト

イ
レ
な
ど
の
水
回
り
改
修
、
耐

震
工
事
な
ど
の
居
住
部
分
の
み
の

改
修

※
次
の
よ
う
な
工
事
は
、
補
助
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

▽
外
構
設
備
（
門
、
車
庫
、
カ
ー

ポ
ー
ト
、
塀
、
柵
、
垣
根
等
の

構
造
物
、
植
栽
な
ど
）
の
改
修

工
事

▽
家
具
や
電
気
製
品
の
購
入
に

よ
る
付
帯
工
事
な
ど

▽
年
度
を
ま
た
い
で
の
改
修
工
事

▽
市
で
実
施
し
て
い
る
他
の
補
助

制
度
と
の
重
複
工
事

◦
受
付

４
月
16
日
㈪
～

※
補
助
金
額
が
予
算
枠
を
超
え

る
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
受
付

を
締
め
切
り
ま
す
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
住
宅
係

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）



6　2012.4.1　広報やめ

日
時
＝
４
月
16
日
㈪
10
時
30
分
～

会
場
＝
素す

さ
の
お
盞
嗚
神
社
境
内

　

藤
の
開
花
の
大
願
成
就
を
た
た

え
る
た
め
藤
の
根
元
に
お
神
酒
を

注
ぐ
神
事
。
か
つ
て
の
戦
火
や
大
火

の
際
、
損
傷
を
受
け
た
藤
に
酒
の

か
す
を
根
元
に
与
え
樹
勢
が
回
復

し
た
と
い
う
故
事
に
ち
な
み
、
毎
年

開
花
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

期
間
＝
４
月
18
日
㈬
～
５
月
６
日
㈰

時
間
＝
９
時
～
17
時

会
場
＝
物
産
展
会
場

黒
木
の
特
産
品
や
季
節
野
菜
の
ほ

か
、
い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
、
だ
ご
汁
な

ど
の
郷
土
料
理
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
４
月
29
日
㈰
10
時
～
15
時

受
付
＝
物
産
展
会
場　

参
加
料
＝
５
０
０
円

藤
棚
を
拠
点
に
、
黒
木
大
藤
、
南

仙
橋
（
当
分
の
間
通
行
止
）、
津

江
神
社
、
学
び
の
館
な
ど
周
辺
を

散
策
し
ま
す
。

期
間
＝
５
月
３
日
㈷
・
６
日
㈰

時
間
＝
11
時
～
・
13
時
～
・
15
時

30
分
～

場
所
＝
物
産
展
会
場
内
特
設
舞
台

期
間
＝
４
月
18
日
㈬
～
５
月
６
日
㈰

場
所
＝
神
社
境
内
東
詰

期
間
＝
４
月
21
日
㈯
～
５
月
３
日
㈷

場
所
＝
ま
ち
な
み
交
流
館
旧
松
木

家
住
宅

藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式

物
産
展

ス
タン
プ
ラ
リ
ー

民
謡
ラ
イ
ブ

無
料
湯
茶
接
待

さ
く
ら
茶
屋　
A

期
間
／
４
月
18
日
㈬
～
５
月
初
旬
　
会
場
／
素す
さ
の
お
盞
嗚
神
社
周
辺

八
女
黒
木
大
藤
ま
つ
り図map

案内

樹
齢
６
０
０
余
年
の
歴
史
を
誇
る
国
指
定
天
然
記
念
物
「
黒
木
の
大
藤
」。

応
永
２
年
（
１
３
９
５
年
）
に
後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の
手
で
植
栽
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
境
内
に
は
約
３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
藤
棚
が
広
が
り
、
１
メ
ー
ト
ル
を
超
す
花
房

が
川
風
に
た
な
び
き
、
周
囲
は
藤
の
芳
香
に
つ
つ
ま
れ
ま
す
。

◦黒木総合支所

◦学びの館（旧隈本家住宅）

◦福岡銀行

南仙橋

矢部川

◦「ふじの里」

←
笠
原

→矢部

物産展会場
国道442号

★

津江神社の大樟

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

歩行者専用
（9時～17時）

A

C

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

★黒木の大藤

シバザクラ花園

大藤ライトアップ！◦期間＝4月18日㈬～5月6日㈰
◦時間＝19時～22時
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期
日
＝
４
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

物
産
展
会
場
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
。
年
に
一
度
、
蔵
の
中

に
入
り
、
本
格
焼
酎
「
古
久
」
の

試
飲
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
＝
４
月
18
日
㈬
～
５
月
６
日
㈰

場
所
＝
旭
松
酒
造
・
後
藤
酒
造
場

日
時
＝
４
月
29
日
㈰ 

13
時
～

場
所
＝
ま
つ
り
会
場
一
帯

期
日
＝
４
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
・

30
日
㈷

時
間
＝
11
時
～
・
13
時
～

場
所
＝
大
藤
演
舞
場

期
間
＝
４
月
18
日
㈬
～
５
月

６
日
㈰

場
所
＝
自
宅
ア
ト
リ
エ

期
間
＝
４
月
18
日
㈬
～
５
月

６
日
㈰

場
所
＝
鏝
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期
間
＝
４
月
18
日
㈬
～
５
月
６
日
㈰

場
所
＝
佳
空
窯
展
示
室

期
間
＝
４
月
18
日
㈬
～
５
月
６
日
㈰

場
所
＝
ふ
た
り
工
房（
川
口
美
知
恵
家
）

星野村の東端、ミヤシノ地区の斜面に「筑紫シャ
クナゲ」約 5000 本が咲きほこります。若葉の鮮やか
な緑とシャクナゲの淡いピンクのコントラストは一
見の価値があります。
期間中は、地域の皆さんによる「だご汁定食」「手
作りこんにゃく」などの販売も行われます。
◦期間＝4月15日㈰～ 5月5日㈯
◦会場＝星野村ミヤシノシャクナゲ園
※入園料はありませんが樹木維持のため募金にご協
力ください。
◦問い合わせ＝星野支所建設経済課（☎52・3114）

◦期日＝4月21日㈯・22日㈰
◦時間＝10時～ 16時
◦会場＝男ノ子焼の里
◦内容＝男ノ子焼登り窯開き・即売会、郷土料理、農
産品販売、たけのこ掘り体験（有料）、もちつき体験、
観音様彫刻など
◦問い合わせ＝男ノ子焼の里（☎22・5432）

「
古
久
蔵
」
蔵
開
き

蔵
開
き

樋
口
善
造
油
絵
展　
B

佳
空
窯 

開
窯
20
年
展

藍
の
衣
・
木
遊
び
展

酒
井
武
雄
鏝
絵
展　
C

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

「
惣
利
好
い
と
う
会
」 

ち
ん
ど
ん
パ
レ
ー
ド

●●●

黒木警部交番◦

Ｐ

←八女市街

←上陽・星野

下町の古い町並み

国道442号

津江神社の大樟★

Ｐ

B

C

4/21土・22日

4/15日～5/5土

男ノ子焼の里れんげ祭り

ミヤシノシャクナゲまつり

◆藤の開花状況
黒木町観光協会ホームページ内のウ
ェブカメラで見ることができます。
http://www.townkurogi-ta.jp/
◆問い合わせ
▷黒木町観光協会（☎４２・９１９０）
▷黒木総合支所産業経済課

（☎４２・１１１５）

◆シャトルバス
▷運行日＝4月22日㈰・29日㈷・30
日㈷
▷料金＝大人片道800円

（小・中学生半額、小学生未満無料）
※大藤保存協力金としていただきます。
▷コース＝ＪＲ久留米駅西口 →（西鉄
久留米駅前日生ビル前）→ 黒木大藤
◦1便　11：00 →（11：15）
◦2便　13：00 →（13：15）
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《
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型
》

◦
内
容
＝
精
神
保
健
福
祉
士
等
の

専
門
職
員
が
医
療
・
福
祉
お
よ
び

地
域
の
社
会
基
盤
と
の
連
携
強
化

の
調
整
等
を
行
う

◦
開
設
場
所
＝
▽
リ
ー
ベ
ル
２
Ｆ

（
清
水
町　
☎
２
２
・
２
６
３
０
）

▽
筑
水
会
病
院
内「
ゆ
う
ゆ
う
」（
八

女
市
吉
田
☎
２
２
・
２
６
３
０
）

《
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型
》

◦
内
容
＝
機
能
訓
練
・
社
会
適
応

訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

◦
開
設
場
所
＝
▽
陽
だ
ま
り
の
里

（
八
女
市
本　
☎
３
０
・
３
０
５
５
）

八
女
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
広
く
市
民
に

提
案
を
求
め
、
市
民
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
参
画
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
提
案
事
業
」は
、市
の
様
々

な
公
共
的
課
題
解
決
に
対
す
る

市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
審
査
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ

た
団
体
は
、
市
か
ら
助
成
金
を
受

け
企
画
に
基
づ
く
事
業
を
自
ら
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
み

よ
い
八
女
市
づ
く
り
の
た
め
に
、

自
分
た
ち
の
思
い
や
取
り
組
み
を

生
か
し
て
み
よ
う
と
お
考
え
の
団

体
の
皆
さ
ん
は
、
提
案
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※
募
集
要
領
、
応
募
企
画
書
な

ど
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
５
人
以
上
の
団
体
が
対
象
で

す
。

■
書
類
審
査
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

■
事
業
実
施
経
費
と
し
て
助
成

金
（
50
万
円
以
内
）
を
交
付
し
ま

す
。

■
助
成
金
を
交
付
さ
れ
た
団
体
は

事
業
終
了
後
、
成
果
報
告
会
な

ど
で
活
動
実
績
を
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◦
申
込
方
法
＝
「
平
成
24
年
度
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

提
案
事
業
応
募
企
画
書
」
に
よ
り

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
申
込
締
切
＝
５
月
７
日
㈪

※
事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
お
よ
び
会
場
＝

①
4
月
11
日
㈬
19
時
～
黒
木
総

合
支
所
第
3
会
議
室

②
4
月
12
日
㈭
19
時
～
八
女
市

民
会
館
研
修
棟
第
3
研
修
室

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
地

域
支
援
課
（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

地域活動支援セン
ターⅡ型「ほほえみ」
の事業の一部を大正
町商店街の「ふらっ
ち広場」に開設して

います。八女市にお住まいのしょうがい者の
人や地域の人の交流の場としてご利用くださ
い。「ふらっち広場」にはしょうがい者の皆さ
んが作った作品を展示しています。また、八
女作業所や筑後特別支援学校の生徒が作製
した物品を販売しています。八女市内にお住
まいの人なら、だれでもご利用いただけます
ので、お気軽にお立ち寄りください。
◦開館時間＝毎週火・木・土・日曜日
10 時～ 16 時
◦問い合わせ＝ふらっち広場（☎ 24・3022）

　

聴
覚
・
音
声
・
言
語
機
能
の
し
ょ

う
が
い
の
た
め
、
意
思
の
疎
通
を
図

る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
人
た
ち
に
、

手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を
派

遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
思
の
疎

通
を
円
滑
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
事
業
で
す
。
利
用
を
希
望
す

る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
と
印

鑑
を
持
っ
て
申
請
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
派
遣
登
録
い
た
だ
け

る
手
話
通
訳
者
の
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
・
登
録

＝
福
祉
課
し
ょ
う
が
い
者
福
祉
係

（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

　

障
害
者
等
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
リ
ー
ベ
ル
」
を
清
水
町
商
店
街
駐

車
場
入
口
の
東
側
に
開
設
し
て
い
ま

す
。
し
ょ
う
が
い
者
や
そ
の
家
族
の

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提

供
お
よ
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、

し
ょ
う
が
い
者
の
権
利
擁
護
の
た
め

の
必
要
な
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
身
体
・
知
的

障
害
者
・
児
童
（
☎
２
２
・
２
６

１
０
）
▽
精
神
障
害
者
（
☎
２
２
・

２
６
３
０
）

各
種
支
援
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成
24
年
度 「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」

募
集

採
択
さ
れ
た
団
体
に
最
高
50
万
円
を
助
成

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

相
談
支
援
事
業

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
ら
っ
ち
広
場
（
八
女
市
本
村

☎
２
４
・
３
０
２
２
）

《
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型
》

◦
内
容
＝
通
所
に
よ
る
作
業
指
導
、

生
活
指
導
を
行
う

◦
開
設
場
所
＝
茶
の
実
作
業
所（
八

女
市
黒
木
町
木
屋　

☎
４
２
・
１

９
１
５
）

ふらっち
広場

福祉課
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在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者

（
児
）
に
、
タ
ク
シ
ー
初
乗
り

料
金
分
を
助
成
し
ま
す
。
月
２

枚
で
、
申
請
し
た
月
か
ら
来
年

３
月
ま
で
の
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付

し
ま
す
。（
人
工
透
析
者
は
月

４
枚
）
施
設
入
所
お
よ
び
入
院

中
の
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

◦
対
象
＝
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人
①
非
課
税
世
帯
の
人

②
自
動
車
税
な
ど
の
減
免
を

受
け
て
い
な
い
人
③
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
を
も
つ
人

※
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
に
身
障
者

手
帳
、
療
育
手
帳
を
提
示
す

れ
ば
運
賃
が
１
割
引
き
と
な
り

ま
す
。

◦
持
参
す
る
も
の
＝
手
帳
、
印

鑑◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

福
祉
課
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

黒
木
総
合
支
所
（
☎
４
２
・
１

１
１
４
）
立
花
支
所
（
☎
２
３・

４
９
３
３
）
上
陽
支
所
（
☎
５

４・２
２
１
８
）
矢
部
支
所
（
☎

４
７
・
３
１
１
１
）
星
野
支
所

（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、
20
歳
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険

者
と
な
り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、

学
生
の
間
は
一
般
的
に
所
得
が
低

く
、
納
付
が
難
し
い
場
合
が
多
い
の

で
、
在
学
中
の
保
険
料
を
猶
予
す
る

学
生
納
付
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
学
生
本
人
の
所

得
が
一
定
以
下
で
あ
れ
ば
よ
く
、
家

族
の
所
得
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
学
校
に
よ
っ
て
は
、
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

継
続
し
て
免
除
を
希
望
す
る
人

も
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

●
申
請
方
法

　

４
月
２
日
か
ら
、
本
庁
市
民
課
の

国
保
年
金
係
お
よ
び
各
支
所
の
年
金

担
当
係
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
本
年
２
月
下
旬
ま
で
に
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
た
人
で
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
は
が
き
式
の
申
請
書

が
届
い
た
場
合
は
、
そ
の
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
す
れ
ば

申
請
で
き
ま
す
。

●
添
付
書
類

①
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金

番
号
通
知
書

　

本
年
度
に
初
め
て
国
民
年
金
の
資

格
を
取
得
し
た
人
が
、
資
格
取
得
届

の
届
出
と
同
時
に
こ
の
申
請
を
す
る

場
合
は
、
添
付
不
要
で
す
。

②
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類

　

在
学
証
明
書
（
平
成
24
年
４
月

１
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
各
種
学
校
に
つ
い
て

は
、
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程

に
在
学
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
（
在
学
証
明
書
等
で
証
明
で
き

る
場
合
は
不
要
）
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

③
代
理
の
人
が
申
請
す
る
場
合

　

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
）
と
印
鑑
、
さ
ら

に
申
請
人
と
別
世
帯
の
人
が
申
請
に

来
ら
れ
る
場
合
は
委
任
状
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
会
社
な
ど
を
離
職
し
て
学
生
に

な
っ
た
人
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
が
必
要
で
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
な
ど
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必

要
で
す
。
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
、
こ
の
「
25
年
以

上
」
と
い
う
資
格
期
間
に
は
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の

計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
や
す
た
め
、
こ
の
期
間
に
つ
い

て
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
２
年
を
超
え
て
納
付
す
る

場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
金

が
つ
き
ま
す
の
で
、
卒
業
し
た
ら
早

め
の
納
付
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

障
害
や
死
亡
な
ど
不
慮
の
事
態
が

発
生
し
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
の
申
請
に
は
、「
そ

の
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
月
の
前
々

月
ま
で
に
保
険
料
を
滞
納
し
た
期
間

が
、
被
保
険
者
で
あ
る
期
間
の
３
分

の
１
以
上
な
い
」
こ
と
、ま
た
は
「
そ

の
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
月
の
前
々

月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納

が
な
い
」
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
て

い
る
期
間
は
、
保
険
料
納
付
期
間
と

同
様
に
こ
の
要
件
の
対
象
期
間
に
な

り
ま
す
の
で
、
万
が
一
の
と
き
に
も

安
心
で
す
。

　

た
だ
し
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が

遅
れ
る
と
、
申
請
日
以
前
に
生
じ
た

不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
る
障
害
に

つ
い
て
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
請
求

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
年
度
の
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を

４
月
２
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

学
生
納
付
特
例
と
は

学
生
納
付
特
例
と

老
齢
基
礎
年
金
の
関
係

学
生
納
付
特
例
と

障
害
基
礎
年
金
等
の
関
係

在
宅
の
し
ょ
う
が
い
者
に

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

年金
相談　　　　　月に一度、久留米
　　　　　年金事務所の職
員が八女商工会議所で個別に
年金相談に応じます。相談を
ご希望する人は、前日までに
同事務所へ予約してください。
◦相談日＝４月18 日㈬、５月
16日㈬、
◦相談時間＝10 時～ 12 時、
13 時～ 15 時
◦申し込み・問い合わせ＝同事
務所０９４２（３３）６１９２
※年金の受給や請求について
のお問い合わせは、「ねんきん
ダイヤル」でも受け付けていま
す。０５７０（０５）１１６５ま
たは０３（６７００）１１６５へ
お電話ください。

国民
  年金

市民課国保年金係
（☎ 23・1116）
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

「
ご
み
収
集
」
と

「
し
尿
く
み
取
り
」

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
「
ご
み
収
集
」
と
「
し
尿
く
み
取
り
」
は
次
の
と
お
り

で
す
。
こ
の
期
間
は
、
ご
み
の
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
収

集
時
間
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
収
集
後
の
ご
み
出
し
が
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
時
間
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

本
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
八
女

消
防
本
部
で
は
防
火
広
報
用
視

聴
覚
資
器
材
を
宝
く
じ
の
助
成

金
で
整
備
し
ま
し
た
。

今
回
整
備
し
た
資
器
材
は
、

各
種
防
火
ク
ラ
ブ
が
行
う
活
動

に
お
い
て
、
八
女
地
域
の
住
民

の
皆
さ
ま
の
防
火
思
想
の
高
揚

を
図
る
た
め
に
使
用
し
て
い
き

ま
す
。

平
成
23
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
で

備
品
を
整
備

し
ま
し
た

八
女
消
防
本
部
（
☎
２
４・０
１
１
９
）

日にち 燃えるごみ
（市収集）

クリーンセンター・リサイク
ルプラザ（直接持ち込み） し尿くみ取り

4月26日㈭ 木曜収集区域 ○ ○

27日㈮ 金曜収集区域 ○ ○

28日㈯ × × ○

29日㈰ × × ×

30日㈷ 月曜収集区域 ○ ×

5月  1日㈫ 火曜収集区域 ○ ○

2日㈬ × ○ ○

3日㈷ × × ×

4日㈷ × × ×

5日㈷ × × ×

6日㈰ × × ×

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
直
接
持

ち
込
み
は
８
時
30
分
～
16
時
45
分
で
す
。

（
不
燃
・
資
源
ご
み
は
搬
入
証
明
書
が
必
要
）

し
尿
く
み
取
り
は
予
約
制
で
す
の
で
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

◉問い合わせ　八女市役所　社会環境課生活環境係（☎ 23・1462）
　　　　　　　立花支所　　市民生活福祉課生活福祉係（☎ 23・4933）

八
女
・
立
花

日にち 燃えるごみ（市収集） 八女市環境センター
（直接持ち込み） し尿くみ取り黒木 上陽 矢部 星野

4月26日㈭ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27日㈮ ○ ○ × ○ ○ ○

28日㈯ × × × × × ×

29日㈰ × × × × × ×

30日㈷ × × × × × ×

5月  1日㈫ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2日㈬ ○ × × ○ ○ ○

3日㈷ ○ ○ ○ ○ × ×

4日㈷ × × × × × ×

5日㈷ × × × × × ×

6日㈰ × × × × × ×

八
女
市
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
持
ち
込
み
は
９
時
～

15
時
（
12
時
～
13
時
を
除
く
）
ま
で
で
す
。

◉問い合わせ
　黒木総合支所　市民生活福祉課環境係　　　（☎ 42・1463）
　上陽支所　市民生活福祉課市民生活福祉係　（☎ 54・2218）
　矢部支所　市民生活福祉課市民生活福祉係　（☎ 47・3111）
　星野支所　市民生活福祉課市民生活福祉係　（☎ 52・3113）

黒
木
・
上
陽

矢
部
・
星
野

整備された広報用視聴覚資器材

※

※4月30日㈷は、12時～ 13時は直接持ち込みができません。



狂
犬
病
は
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
発
症
後
の
死
亡
率
は
ほ
ぼ
１

０
０
％
で
、
現
在
も
確
立
し
た
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
日
本

で
は
犬
な
ど
を
含
め
て
狂
犬
病
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
周

辺
国
を
含
む
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
依
然
と
し
て
発
生
し
て
お
り
、

日
本
は
常
に
侵
入
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
万
一
の
侵
入

に
備
え
た
対
策
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
う
際
に
は
、
市
区
町
村
へ
の
登
録
と
鑑
札
の
装
着
、
年
に
一

度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
※
違
反
者
は
20
万
円
以
下
の
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
）

※4月15日（日）は休日の集団接種を試行します。
日にち 場　　　　　所 時　　間

4月4日㈬ 八女
三河小学校 10:15 ～ 11:30
長峰小学校（体育館横） 13:30 ～ 15:00

4月5日㈭ 星野

小野１区多目的集会施設 10:15 ～ 10:40
長尾地区農村集落センター 10:55 ～ 11:15
耳納館 11:25 ～ 11:50
上郷地域交流センター 13:15 ～ 13:35
星野支所駐車場 14:00 ～ 15:00

4月6日㈮ 上陽

八女市上陽保健センター 10:00 ～ 11:00
農村婦人の家「しらべ」 11:30 ～ 11:50
研修センター「発心」 13:20 ～ 13:50
JA茶研修工場 14:20 ～ 14:40
コミュニティセンター「耳納」 15:00 ～ 15:20

4月9日㈪ 八女 室岡公民館 13:30 ～ 15:00

4月15日㈰
八女 八女市役所前駐車場 10:00 ～ 11:30
黒木 黒木総合支所前駐車場 13:30 ～ 15:00

4月17日㈫ 八女
JA東部センター（JA忠見支所跡）10:30 ～ 11:30
下津江公民館 13:15 ～ 14:15
八女市西公民館 14:40 ～ 15:10

4月18日㈬

八女 八女市東公民館 10:30 ～ 11:30

黒木
ＪＡふくおか八女黒木支店（田代）13:30 ～ 14:10
神露淵集荷場 14:30 ～ 14:50
串毛コミュニティセンター 15:10 ～ 15:40

4月19日㈭ 黒木
豊岡コミュニティセンター 10:00 ～ 11:30
笠原東交流センター 13:30 ～ 13:50
笠原集会所 14:10 ～ 14:30

4月20日㈮

黒木
大淵小学校車庫 10:00 ～ 10:45
平野肥料倉庫 11:15 ～ 11:35

矢部
高巣地区集会場 13:10 ～ 13:30
八女市矢部公民館 13:45 ～ 14:15
飯干地区集会場 14:30 ～ 14:50

4月24日㈫ 立花
八女市立花体育館 10:00 ～ 11:30
白木コミュニティセンター 13:30 ～ 14:15
北山コミュニティセンター 14:45 ～ 15:45

5月8日㈫
黒木 JA木屋ライスセンター 10:30 ～ 11:30

立花
辺春コミュニティセンター 13:30 ～ 14:15
旧下辺春小学校（菜の花の丘） 14:45 ～ 15:15

5月9日㈬ 八女
八女市西公民館 09:50 ～ 10:30
八女市東公民館 11:00 ～ 11:40
八女市役所裏駐車場 13:30 ～ 15:00

5月10日㈭
星野 星野支所駐車場 10:00 ～ 10:30
上陽 八女市上陽保健センター 11:00 ～ 11:30
八女 長峰小学校（体育館横） 13:30 ～ 14:30

5月11日㈮
黒木

豊岡コミュニティセンター 10:20 ～ 10:50
八女市黒木体育館 11:10 ～ 11:50

矢部 八女市矢部公民館 13:30 ～ 14:00
黒木 大淵小学校車庫 14:30 ～ 15:00

5月16日㈬ 立花

北山コミュニティセンター 10:00 ～ 10:30
白木コミュニティセンター 11:00 ～ 11:30
八女市立花体育館 13:15 ～ 14:15
辺春コミュニティセンター 14:45 ～ 15:15

犬の登録および狂犬病予防集団注射日程表 ４
月
か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射
の

集
団
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

お願い
▶当日は案内ハガキをお持ちになり、問診票の記入をお
願いします。
▶予防注射には犬が動かないようにできる人が連れて
きてください。必ず首輪・リードの装着をお願いします。
▶飼い犬の死亡、飼い主の住所変更等は、社会環境課
または各支所へ届けてください。
▶八女市内すべての会場で注射を受けることができま
す。日程表をご覧ください。注射は時間厳守、雨天決行
で行います。
▶お釣りが要らないようにお願いします。

料金
▶注射手数料＝３，０５０円
※未登録犬には別途、新規登録料として３，０００円が
必要です。

問い合わせ
▶社会環境課（☎２３・１４６２）
▶黒木総合支所市民生活福祉課（☎４２・１４６３）
▶立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３２）
▶上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
▶矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
▶星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

ボクらの
ため

にもちゃ
んと

してワン！
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路
線
バ
ス
は
、朝
夕
の
通
勤
通
学
を
始
め
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
交
通
手

段
で
す
が
、
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、
全
国

で
次
々
に
路
線
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
大
切
な
バ
ス
を
地
域
に
残
し
て
い

く
た
め
に
、
一
層
の
バ
ス
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

堀
川
バ
ス
で
は
、
土
日
祝
日
に
利
用
で
き

る
「
一
日
乗
車
券
」
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

土
日
祝
日
に
運
行
し
て
い
る
「
平
山
温
泉
行

き
」
な
ど
堀
川
バ
ス
全
線
が
、
１
日
乗
り
放

題
に
な
る
便
利
で
お
得
な
乗
車
券
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
堀
川
バ
ス
㈱
（
☎
２
３
・

６
１
２
８
）

　

平
成
22
年
に
運
行
を
開
始
し
た
八
女
市

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
電
話
で
の
ご
予

約
に
応
じ
て
、
利
用
者
の
玄
関
か
ら
目
的
地

の
玄
関
ま
で
送
迎
す
る
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
型
交

通
機
関
と
し
て
、
好
評
運
行
中
で
す
。
愛

称
も
「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」
に
決
定
し
、
ま

す
ま
す
地
域
に
親
し
ま
れ
る
公
共
交
通
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
に
は
、
事
前
に

利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
地
域
支
援
課

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

　

市
は
、
西
日
本
鉄
道
㈱
と
高
速
バ
ス
利

用
者
専
用
駐
車
場
の
設
置
や
定
期
券
、
回

数
券
の
発
行
な
ど
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
、
福
岡
都
市
圏
へ
の
通
勤
通
学
の
利
便
性

を
高
め
、
定
住
促
進
と
地
域
活
性
化
を
図

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
末
に
駐
車
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、

八
女
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
と
天
神
・
博
多
駅
を

結
ぶ
高
速
バ
ス
で
使
え
る
格
安
の
定
期
券
や

回
数
券
の
発
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。
券
の
名

称
も
「
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
」「
茶
の
く

に
八
女
回
数
券
」
と
、
八
女
に
ち
な
ん
だ
も

の
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
定
期
券
は
、
八
女
市
民
に
の
み
、
一

般
価
格
よ
り
３
千
円
安
い
２
万
７
千
円
で
発

売
さ
れ
ま
す
。
購
入
に
は
市
が
発
行
す
る
証

明
書
が
必
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝

《
高
速
バ
ス
の
運
行
、
駐
車
場
、
定
期
券
、

回
数
券
》
西
鉄
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
０
０
・
１
０
１
０
）

《
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
購
入
証
明
書
》

八
女
市
地
域
支
援
課
（
☎
２
３・１
２
２
４
）

八女ベーゼンドルファー音楽祭
5/19 土・20 日

おりなす八女ハーモニーホール
ＮＰＯ法人八女ベーゼンドルファー
音楽祭プロジェクト（☎ 24・3829）

八女ハーモニー室内合奏団 スーパーセッション

大山平一郎（指揮）／上田晴子（ピアノ） 一柳　慧（ピアノ）／山下洋輔（ピアノ）

元九響指揮者大山平一郎が、ベーゼンドルファー音
楽祭のために国内で活躍するプレーヤーに呼びかけ
て、30 人で編成した室内オーケストラの初公演。ピ
アノはフランスで活躍中の上田晴子。

《曲目》モーツアルト／アイネ・クライネ・ナハトムジックト長調、
ピアノ協奏曲第 21 番ハ長調、交響曲第 41 番ハ長調ジュピター

《曲目》山下洋輔／やわらぎ／Ｓｕｄｄｅｎ Ｆｉｃｔｉｏｎ
ベートーベン／「月光の曲」第一楽章
一柳慧／限りなき湧水　　ほか

現代音楽の第一人者一柳慧とジャズピアノ
の巨匠山下洋輔による白熱のライブ演奏。

５月19日㈯ 14：30 開演（14：00 開場） ５月20日㈰ 14：30 開演（14：00 開場）

チケット（全席指定）／5,000円、高校生以下2,000円 チケット（全席指定）／3,000円、高校生以下1,000円

大山平一郎

国内トップクラスによる 九州初！夢の競演
一柳　慧 山下 洋輔上田 晴子

※チケット取扱◦おりなす八女◦アオキ楽器◦専勝寺（黒木）◦サザンクス筑後◦音楽祭事務局◦チケットぴあ◦ローソンチケット　ほか

市
で
は
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に

向
け
て
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
や
路

線
バ
ス
の
維
持
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ

ド
事
業
な
ど
公
共
交
通
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
線
バ
ス

乗
合
タ
ク
シ
ー

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

公
共
交
通
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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八女支店

（八女市広報H24.4）
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108

24 6
30

　

昭
和
58
年
、
八
女
青
年
会
議
所
の

提
案
事
業
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン

ダ
ー
」
が
誕
生
し
て
以
来
、
平
成
24

年
版
で
30
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
４
月
の

企
画
展
は
八
女
の
画
家
が
、
八
女
の
風

物
を
、
八
女
の
和
紙
に
描
く
、
ふ
る
さ

と
カ
レ
ン
ダ
ー
の
軌
跡
を
辿
る
展
示
と

い
た
し
ま
す
。
30
年
間
の
カ
レ
ン
ダ
ー

や
30
点
ほ
ど
の
原
画
の
ほ
か
、
カ
レ

ン
ダ
ー
作
成
に
至
る
一
連
の
経
過
や
そ

の
他
関
連
資
料
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
３
月
27
日
㈫
～
4
月
30
日

㈪◦
会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

（
八
女
市
本
町
94
番
地
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４

３
１
１
）

西日本新聞（平成23年８月１日掲載）

ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー

「
八
女
の
彩
」
30
年
展

横町町家
交流館
４月の催し

♪おりなす八女 
ホームページ開設しました

http://www.orinasu-yamecity.jp

◦
地
場
産
品
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

▽
大
川　

晃
法
（
東
京
都
）

◦
環
境
保
全
事
業

▽
大
川　

晃
法
（
東
京
都
）

★
２
月
末
現
在
累
計
額
＝
１
５
１
３
万
１
３
０

４
円

◦
福
島
小
学
校
へ

▽
福
島
小
学
校
後
援
会
代
表 

角 

和
憲
＝
ス

ト
ー
ブ
４
台
、
テ
ン
ト
１
張
、
児
童
用
図
書

１
３
９
冊

▽
福
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
＝
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
12

台
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
12
枚
、
充
電
式
電
池
24
個

◦
矢
部・
星
野
小
学
校
、
矢
部・
星
野
中
学
校
へ

▽
八
女
志
士
の
会
＝
一
金
25
万
円

八女福島文芸座ＮＰＯ法人

◦日時＝ 4 月29日㈰ 11時開演（開場 10 時 30 分）◦会場＝おりなす八女はちひめホール
◦内容＝津軽三味線、ダンス、舞踊
◦入場料＝2,000 円（大学生以上、軽食込）全自由席◦問い合わせ＝事務局・北島さん（☎ 090・8413・6128）

第2回
公演

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼（
敬
称
略
）

教
育
力
向
上
に

活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

寄
附
の
お
礼（
敬
称
略
）

八女市民会館おりなす八女は、ホームページ
（http://www.orinasu-yamecity.jp）を開設しました。
４月１日から下記情報をご覧いただけます。
♪施設紹介　
♪施設のご利用案内・料金
♪ハーモニーホール（大）・はちひめホール（小）のご利用
について
♪公演・イベント情報
♪アクセス・駐車場のご案内
◦問い合わせ＝おりなす八女（☎２２・５３３２）

　

２
月
29
日
、
八
女
市
役
所
総
合
窓
口
に
「
八

女
志
士
の
会
」
と
記
さ
れ
た
封
筒
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
届
け
ら
れ
た
方
は
「
学
校
教
育
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
担
当
職
員
に
伝
え
ら
れ

た
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
立
ち
去
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

開
封
し
た
中
に
、
現
金
25
万
円
が
封
入
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
添
え
ら
れ
た
手
紙
に
は
、

「
矢
部
小
・
星
野
小
・
矢
部
中
・
星
野
中
の
蔵

書
に
使
っ
て
欲
し
い
」
旨
の
内
容
文
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
寄
付
者
の
意
向
に
沿
っ
て
、
矢
部
・

星
野
両
地
区
の
学
校
へ
の
教
育
力
向
上
の
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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始
ま
る
と
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
映

像
に
夢
中
。
親
子
連
れ
の
観
客
約
１
５
０
人

と
て
も
静
か
に
観
賞
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
ア
ニ
メ
が
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、
予

想
に
も
し
な
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ま
だ

上
映
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
が
や
が
や
と
祖
父

母
や
若
い
親
が
子
ど
も
の
手
を
引
き
、
我
先
に

会
場
を
後
に
し
た
の
で
す
。
終
わ
っ
た
時
、
観

客
は
半
分
に
。
私
は
年
に
数
回
保
育
所
に
映

写
に
行
き
ま
す
が
、
園
児
た
ち
は
最
後
ま
で

ち
ゃ
ん
と
見
て
く
れ
ま
す
。
　（
60
代
・
男
性
）

　
日
ご
ろ
よ
り
青
少
年
育
成
に
対
し
ご
協
力

い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
元
気
も
ん

フ
ェ
ア
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
こ
と

を
学
ん
で
も
ら
う
機
会
で
す
。
そ
の
中
で
の
出

来
事
で
、
と
て
も
残
念
に
思
い
ま
す
。
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
も
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　（
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
）

　
鳥
獣
害
対
策
で
市
民
運
動
を
提
起
し
ま
す
。

合
併
し
て
面
積
も
北
九
州
市
に
次
ぐ
広
さ
と

な
り
ま
し
た
が
、
イ
ノ
シ
シ
の
数
も
同
市
に
次

ぐ
頭
数
と
思
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
処
理
施
設
を

八
女
市
に
建
設
し
て
も
ら
い
、
処
理
さ
れ
た
肉

は
年
間
消
費
量
を
決
め
て
協
力
す
る
。
せ
っ
か

く
作
付
け
し
て
も
イ
ノ
シ
シ
害
に
悩
ま
さ
れ
る

中
山
間
地
域
農
業
。
放
っ
て
お
く
と
シ
カ
も
侵

入
し
て
き
ま
す
。
深
刻
に
な
る
前
に
、
市
民
挙

げ
て
で
き
る
所
か
ら
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
50
代
・
男
性
）

　
２
月
25
日
「
集
ま
れ
元
気
も
ん
フ
ェ
ア
」
で

映
写
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
で
、
学
校

や
家
庭
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。
私
は
16
ミ
リ
映
写
機
で
ア
ニ
メ
「
三

年
寝
太
郎
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
映
写
機
は

30
年
以
上
前
の
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
初
め

て
見
る
映
写
機
に
興
味
津
々
で
し
た
。
映
写
が

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

百
舌
の
声
今
年
聞
か
ぬ
と
夫
の
言
う

香
港
風
邪
か
と
雪
山
仰
ぐ

　
　置い
た
は
ず
入
れ
た
は
ず
だ
と
は
ず
だ
ら
け

記
憶
の
う
す
れ
る
こ
わ
さ
悲
し
さ

　
　掲
載
の
短
歌
を
よ
み
て
長
電
話

し
て
く
る
旧
友
と
会
う
約
束
も

　
　日だ
ま
り
の
ベン
チ
に
寄
り
添
う
老
夫
婦

ほ
ほ
え
み
な
が
ら
頷
き
て
お
り

　
　石
垣
島
に
望
月
の
虹
か
か
り
た
り

吉
事
の
き
ざ
し
と
今
年
を
願
う

　
　缶
ビ
ー
ル
父
の
注
ぐ
を
こ
の
夕
餉

少
し
い
た
だ
く
亡
母
の
代
わ
り
に

　
　す
れ
す
れ
に
海
面
を
わ
た
る
鳥
の

目
に
な
り
て
天
草
五
橋
を
廻
る

黒
木
短
歌
会

山
口
ミ
ユ
キ

大
塚
キ
ク
エ

　
　
　
　
　
　酒

井
寿
子

　
　
　
　
　
　中

島
通
子

遠
山　

功

　
　仁

田
原
陽
子

　
　月

足
い
つ
子

映
画
観
賞
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

鳥
獣
害
対
策
に
市
民
あ
げ
て

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、

疑
問
な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
は
が
き
や
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
、
本
庁
お
よ
び
各
支

所
に
設
置
し
て
い
る
市
政
目
安
箱
な

ど
を
利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
趣

旨
は
、
個
人
が
特
定
で
き
る
よ
う
な

こ
と
の
よ
う
に
、
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
十
分
注
意
し
た
上
で
紙
面
お

よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご

提
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課

な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し

て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
対
応
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、

非
難
す
る
な
ど
し
て
い
る
も
の 

○
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗

に
反
す
る
も
の 

○
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の 

○
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明

な
も
の 

○
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と
判
断

す
る
も
の 

あなたの声をお待ちしています

移動図書館が巡回しています♪

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 24.4）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
長
賞
を
受
賞 
後
藤
富ふ

み

こ

美
子
さ
ん
（
星
野
村
）

笑顔あふれる後藤さん。その笑顔と人柄
は、初対面とは思えなくしてしまう魅力
があります。また、後藤さんの取り組みは、
星野村の自然、産物、食文化を活かし伝
えていきたいという熱意がこもっていると
高い評価を受けました。

40
　

農
産
加
工
品
や
郷
土
料
理
の
試
作
研

究
、
農
産
加
工
体
験
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
後
藤
さ
ん
が
、第
21
回
食
ア
メ
ニ

テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
で『
農
林
水
産
省
農
村

振
興
局
長
賞
』を
受
賞
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
星
野
村
の
後
藤
さ
ん
は

「
家
で
の
お
祝
い
事
な
ど
の
た
め
に
、母
や

近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
作
っ
た
が
め

煮
や
に
し
め
な
ど
よ
く
つ
ま
み
食
い
し
て

い
ま
し
た
。ま
た
、家
で
小
麦
粉
を
ひ
い
た

り
、味
噌
の
麹
を
作
っ
た
り
す
る
の
を
全

部
見
て
い
ま
し
た
」。そ
ん
な
体
験
が
自

然
と
加
工
品
作
り
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

八
女
普
及
セ
ン
タ
ー
が
行
う
女
性
起
業

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
農
産
加
工
や
商
品
化

か
ら
経
営
に
至
る
ま
で
学
び
、リ
ー
ダ
ー

と
し
て「
お
ば
し
ゃ
ん
の
店
・
清
流
」を
開

店
。ま
た
、自
宅
に
加
工
品
や
郷
土
料
理

の
試
作
研
究
、農
産
加
工
体
験
、郷
土
料

理
を
提
供
す
る
手
作
り
工
房「
ふ
み
こ
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。四
季
折
々
の

旬
の
も
の
を
使
い
作
っ
た
農
産
加
工
品
は

２
０
０
点
近
く
に
も
な
り
ま
す
。

　

５
年
前
の
病
気
が
き
っ
か
け
で
自
分

の
体
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
食
の
大
切
さ

を
痛
感
し
た
後
藤
さ
ん
。「
便
利
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
子
ど
も
た
ち
に
昔
な
が

ら
の
食
、私
が
子
ど
も
の
と
き
に
食
べ
て

い
た
も
の
を
伝
え
た
い
」と
中
学
生
の
み

そ
作
り
体
験
な
ど
食
育
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。現
在
は
１
５
０
年
以
上
た
つ

自
宅
を
改
修
し
、
民
泊
を
オ
ー
プ
ン
す

る
た
め
準
備
の
真
っ
た
だ
中
。

　
「
一
日
の
体
験
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な

い
。
わ
が
家
に
泊
っ
て
も
ら
い
、
普
段
の

生
活
の
中
か
ら
の
身
近
な
こ
と
、礼
儀
作

法
、私
た
ち
が
日
ご
ろ
や
っ
て
い
る
、あ
た

り
前
の
生
活
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

今の子ど
もたちに　　

あたり前
の生活を伝えたい今回の

コンテストに
出品された
後藤さんの
代表作品 原料の米や大

豆は村内農家と
の契約栽培品

星野味噌

みそまんじゅう

星野味噌を練
りこんだ生地で
粒あんを包ん
だまんじゅう

茶の葉佃煮

母親が作って
くれた味の記
憶をたどり完
成させた作品

4月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》※月曜・祝・休日、館内整理日  
2 ㈪ ,9 ㈪ ,16 ㈪ ,23 ㈪ ,27 ㈮※館内整理日,30 ㈷

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2 ㈪ ,9 ㈪ ,16 ㈪ ,23 ㈪ ,27 ㈮※館内整理日

図書館の休館日

4月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

3 ㈫ ,10 ㈫ ,17 ㈫ ,24 ㈫ ,27 ㈮※館内整理日,30 ㈷

絵本や紙芝居など親子でお楽しみ
ください。

♥本館　7日、14日、28日※いず
れも土曜日14時～おはなしコーナー
★28日のよみきかせは「子ども読
書週間スペシャル」です。
♥黒木分館　14日㈯14時～おはな
しコーナー

4月のよみきかせ

4月のあかちゃんよみきかせ
0歳～2歳児対象によみきかせや
わらべうたなど。
♥本館　特別整理期間中のためお
やすみです。
♥黒木分館　26日㈭11時～おは
なしコーナー

▼
本
館
＝
４
月
16
日
㈪
～
４

月
25
日
㈬
ま
で

▼
上
陽
・
黒
木
・
立
花
・
矢
部
・

星
野
分
館
は
通
常
ど
お
り
開

館
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
４
月
か
ら
図

書
館
の
利
用

カ
ー
ド
の
再
発

行
は
有
料
と
な

り
、
即
日
発
行

い
た
し
ま
す
。

《ぶっくらんど号》星野地区 毎週水曜日 43 か所
《ぶっくらんど号》上陽地区 第３木曜日 ５か所
《ゆめみらい号》黒木地区 毎週（水・木・金・土）
　　　　　　　曜日　52 か所
※詳しくは、ホームページと、４月に配付するチ
ラシをご覧ください。

移動図書館が巡回しています♪

♪
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
の

再
発
行
に
つ
い
て

特
別
整
理
期
間
の
た
め
に

休
館
し
ま
す
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なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎23・2074）

▼
移
動
図
書
館
の
車
で
巡
回
し
た
り
、
オ

ス
ス
メ
の
本
の
ポ
ス
タ
ー
を
書
い
た
り
し

ま
し
た
。
図
書
館
の
仕
事
は
、
地
域
の
方

の
優
し
さ
に
ふ
れ
ら
れ
る
の
で
、
う
れ
し

か
っ
た
し
、楽
し
か
っ
た
で
す
。（
二
田
幸
洋
）

▼
移
動
図
書
館
の
車
に
乗
っ
た
日
は
、
雪

が
降
り
大
変
で
し
た
。
日
ご
ろ
、
巡
回
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
の
大
変
さ
が
わ
か

り
ま
し
た
。（
樋
口
太
一
）

▼
掃
除
や
片
付
け
ば
か
り
す
る
の
か
な
と

思
っ
た
ら
、
移
動
図
書
館
で
地
域
を
回
っ

た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
り
し
て
少
し

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。（
平
田  

心
）

▼一日目の朝、とても緊張してい
た私を子どもたちが明るく素直に
迎え入れてくれました。子どもた
ちがお手紙を書いてくれてうれし
かったです。（原口佳菜）
▼小さい子どもと接することはとて
も大変で難しいことが分かりまし
た。でも、子どもたちと仲良くなっ
て、保育士はとてもいい職業だと
感じました。（樋口理歩）
▼小さな子と接することは簡単で
はないことがわかりました。すぐに
泣いたりケンカしたり、保育とは、
大変な、そして、すごく大切な仕
事だと思いました。（山口真波）

社
会
を
学
ぶ
職
場
体
験

　

市
内
の
多
く
の
中
学
校
で
は
、
２
年
生
が
修
学
旅
行
に
出
か
け
て
い
る
と
き
、
１
年

生
は
地
域
の
事
業
所
の
支
援
を
受
け
、
職
場
体
験
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
ぜ
職
場
体
験
な
の
で
す
か
。
２
月
の
初
め
、
星
野
中
学
校
（
18
人
）
の
皆
さ
ん
を

取
材
し
ま
し
た
。
※
敬
称
略

　そのねらいは、直接働く人
に接して話を聞いたり、実際
に体験したりすることで、「働
くこと」の意味を知り、将来
の生き方を考えていくことに
あります。また、社会生活で
のマナーや礼儀作法を学ぶ
機会でもあります。
　職場体験先は村内の各事
業所にお願いしています。今、
星野村は、お茶や棚田、温
泉、民芸品など、ここにしか
ない魅力ある農産物や観光
で、地域をあげて盛り上げよ
うという熱い息吹を感じます。
そのような地域のよさを、子
どもたちに肌で感じてもらい
たいと期待しています。

▼
二
日
間
の
職
場
体
験
を
し
て
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
、
掃
除
で
す
。
大
浴
場
で
は

い
す
を
な
ら
べ
た
り
、
客
室
で
は
全
て
の
部

屋
を
み
が
い
た
り
し
ま
し
た
。 （
足
立
修
司
）

▼
清
掃
が
多
く
、
客
室
の
い
す
や
テ
ー
ブ

ル
を
動
か
し
て
掃
除
を
し
ま
し
た
。
お
金

を
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
大
変
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。（
松
門
代
将
）

▼
お
茶
畑
に
肥
料

を
や
っ
た
り
、
お

茶
の
袋
に
シ
ー
ル

を
は
っ
た
り
し
ま

し
た
。
ま
た
、
レ
タ
ス
畑
で
は
収
穫
と
片

付
け
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
重
労
働
だ
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。（
上
野
航
汰
）

▼
一
日
目
は
お
茶
畑
の
肥
料
ま
き
と
、
レ
タ

ス
の
収
穫
。
二
日
目
は
、
お
茶
袋
の
シ
ー
ル

は
り
と
、
レ
タ
ス
の
収
穫
後
の
片
付
け
を

し
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。（
山
口
富
也
）

▼
接
客
で
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
動
く
の

で
は
な
く
、
心
か
ら
気
持
ち
を
込
め
て
接

客
す
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

                                （
川
﨑
す
み
れ
）

▼
事
前
打
ち
合
わ
せ
の
時
は
、
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。
で
も
き
り
か
ぶ
の
方
は
、

と
て
も
や
さ
し
く
、
話
し
や
す
か
っ
た
で

す
。
当
日
の
流
れ
な
ど
を
く
わ
し
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
中
村
吉
伸
）

▼
地
域
の
人
と
お
話
を
し
た
り
、
飲
み
物

を
出
し
た
り
、
来
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
ま

し
た
。
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

学
び
ま
し
た
。（
山
手
彩
夏
）

▼
手
作
業
で
お
茶
の
商
品
を
ダ
ン
ボ
ー
ル

に
詰
め
ま
し
た
。
商
品
の
数
を
間
違
え
た

り
し
て
、
難
し
か
っ
た
で
す
。（
倉
住
幸
祐
）

▼
帽
子
を
か
ぶ
り
、
ほ
こ
り
を
と
っ
て
か

ら
商
品
を
扱
い
ま
し
た
。
清
潔
感
は
、
と

て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。（
山
口 
武
）

▼
衛
生
面
に
と

て
も
気
を
つ
け

て
あ
り
、特
に
、

抹
茶
は
徹
底

し
た
温
度
、
湿

度
管
理
が
行
わ

れ
て
い
て
す
ご

い
と
思
い
ま
し

た
。（
栗
秋 

光
）

▼
大
き
い
声
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
か
っ
た

の
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。筋
ト
レ
を
し

た
の
で
う
で
が
筋
肉
痛
で
し
た
。 （
田
中 

暁
）

▼
救
助
訓
練
や
放
水

訓
練
、
救
急
救
命
法

な
ど
の
人
を
助
け
る
た

め
の
仕
事
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
人
を

助
け
る
大
切
さ
を
学
べ

ま
し
た
。（
渕
上
尊
史
）

星
野
製
茶
園

山
下
さ
ん（
農
業
）

池
の
山
荘
（
宿
泊
施
設
）

き
り
か
ぶ
（
お
土
産
処
）

八
女
市
立
図
書
館
星
野
分
館

八
女
東
消
防
署
星
野
分
署

星野保育所星光園

働
く
こ
と
の
意
味

を
知
り
、
将
来
の

生
き
方
を
考
え
る

志
風
孝
太
郎
校
長
の
話
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●校長　樋口重治 ●職員数 28人 ●学級数 14   ●児童数　378人 ※3月21日現在の4月予定

八
女
市
本
町
６
５
７
番
地
（
☎
２
２
・
３
１
２
１
）

福
島
小
学
校

学
校
訪
問
22

整備したグリーンカーテン（写真①）

読書ボランティアによる読み聞かせ

地域素材による学習（写真③）

福
島
小
学
校
は
、明
治
６
年
に
創
設
さ

れ
た
、
１
４
０
年
近
く
の
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
小
学
校
で
す
。
校
区
に
は
白
壁
と
べ

ん
が
ら
づ
く
り
の
町
並
み
が
残
り
、
八
女

福
島
の
燈
籠
人
形
等
の
伝
統
文
化
や
福

島
仏
壇
、
提
灯
等
の
伝
統
工
芸
が
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
に

は
市
役
所
を
は
じ
め
官
公
庁
が
点
在
し

て
い
ま
す
。

★
学
校
教
育
目
標

「
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
子
ど
も

の
育
成
」

☆
中
期
的
重
点
目
標

「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
土

台
に
思
考
力
・
表
現
力
を
身
に
付
け
た

子
ど
も
の
育
成
」

【
合
言
葉
】

◎
し
っ
か
り
聴
き
、
き
ち
ん
と
応
え
る

◎
明
る
い
あ
い
さ
つ
と
元
気
な
外
遊
び

★
福
島
小
学
校
の
特
色

◦
授
業
に
つ
い
て
（
確
か
な
学
力
）

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
お
よ
び
課
題
を

受
け
、
国
語
・
算
数
を
中
心
に
、
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
確
実
に
習
得
さ

せ
る
授
業
と
、
そ
の
知
識
・
技
能
を
活
用

し
、
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
を
重
視
し

た
授
業
の
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◦
環
境
に
つ
い
て
（
写
真
①
）

地
球
温
暖
化
に
伴
い
、夏
場
の
教
室
の
温

度
は
40
度
近
く
に
も
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
整
備
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
バ
ザ
ー
収
益
金
）
の

協
力
に
よ
り
大
型
扇
風
機
を
購
入
し
、夏
場

に
は
各
教
室
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

◦
読
書
活
動
の
充
実
（
写
真
②
）

学
年
ご
と
に
読
書
目
標
冊
数
を
設
定

し
、
そ
の
達
成
お
よ
び
読
書
の
習
慣
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
人
の
読
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ブ
ッ
ク
メ
イ
ト
）
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
や
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
な
ど
を
年

間
通
し
て
、朝
の
活
動
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
写
真
③
）

福
島
城
の
堀
跡
や
仏
壇
・
提
灯
、
燈
籠

人
形
な
ど
の
地
域
素
材
を
教
材
化
し
て
、

系
統
立
て
て
各
学
年
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
福
島
の
よ
さ
を
認
識
し
、
福
島
に
生

き
る
自
分
に
自
信
と
誇
り
を
持
た
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※横山出張所の廃止

（新）市民生活福祉課
※（旧）市民生活課／※（旧）保健福祉課

（新）産業経済課
※（旧）産業経済課／※（旧）林政課

上陽支所

4 月1日から観光振興課は八女観光物産
館（八女伝統工芸館前）へ移ります。観
光の拠点となる場所で、観光情報を発信
していきますのでよろしくお願いします。

４
月
１
日
か
ら
市
役
所
の
機
構
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す
。
各
課
等
の
配
置
や
係
の
電
話
番
号

な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
５
月
１
日
号
の
「
広
報
や
め
」
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
が
、

課
の
統
廃
合
等
主
な
変
更
の
み
紹
介
し
ま
す
。

財政係（☎ 23・1346）

市民・税務係（☎ 42・1113）
生活福祉係（☎ 42・1114）
環境係（☎ 42・1463）
地域包括支援係（☎ 42・1119）

農政係（☎ 42・1115）
商工観光係（☎ 42・1115）
林政係（☎ 42・1116）
農林土木係（☎ 42・1116）

財産管理係（☎ 23・1637）
※（旧）会計課 管財係

地域づくり支援係（☎23・1224）
※（旧）地域支援課 地域自立支援係

交通対策係（☎23・1224）
※（旧）地域支援課 交通対策係

防災安全係（☎23・1731）
※（旧）生活安全課 生活安全係

（新）財政課
※（旧）行財政改革推進課

（新）地域支援課
※（旧）地域支援課・生活安全課

場所＝元の行財政改革推進課

場所＝元の生活安全課

保健総務係（☎23・1201）
※（旧）健康課 健康推進係
保健指導係（☎23・1352）
※（旧）健康課 健康推進係
※（旧）市民課 特定保健係

介護認定係（☎23・1353）
※（旧）健康課

介護サービス係（☎23・2545）
※（旧）健康課

高齢者支援係（☎23・1308）
※（旧）健康課

地域包括支援係（☎23・1203）
※（旧）健康課

（新）健康推進課
　　　※（旧）健康課

（新）介護長寿課
　　　※（旧）健康課

場所＝変更なし

場所＝変更なし

市
役
所
の
機
構
改
革
に
つ
い
て

八女伝統工芸館 ★
八女観光
物産館

観光振興課（☎23・1192）

黒
木
総
合
支
所

（写真②）
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２
０
１
１
「
ざ
ぶ
ん
賞
」
の
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
・
福
岡
県
地
区
表
彰

式
が
２
月
26
日
㈰
、
黒
木
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
の
里
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
ざ
ぶ
ん
賞
は
生

命
の
源
で
あ
る
水
や
海
を
テ
ー

マ
に
「
命
」
や
「
自
然
」
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
、
小
中
学
生
を
対
象
に
作
文
や

詩
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

県
内
か
ら
７
４
５
作
品
、
全
国
で

６
５
０
４
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

全
国
表
彰
で
ざ
ぶ
ん
環
境
賞
の

仁
田
原
楓
羽
さ
ん（
木
屋
小
１
年
）、

寺
本
達
彦
さ
ん
（
八
女
学
院
中
１

年
）、
ざ
ぶ
ん
文
化
賞
の
渡
邊
早

紀
さ
ん
（
八
女
学
院
中
２
年
）
ら

を
始
め
、
そ
の
ほ
か
九
州
、
福
岡

県
地
区
の
表
彰
者
41
人
に
賞
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
講
評
で
審
査
委

員
長
を
務
め
て
い
る
黒
木
町
出
身

の
作
家
安
部
龍
太
郎
さ
ん
は
「
文

章
を
書
く
た
め
に
は
、
感
じ
る
こ

と
が
重
要
で
、
日
ご
ろ
か
ら
観
察

す
る
こ
と
な
ど
が
大
事
。
ぜ
ひ
日

常
的
に
訓
練
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

主
催
し
た
矢
部
川
ざ
ぶ
ん
塾

「
く
ろ
ぎ
」
実
行
委
員
会
は
、
こ
の

活
動
の
目
的
を
矢
部
川
流
域
全
域

に
広
げ
て
い
こ
う
と
名
称
を
く
ろ

ぎ
ざ
ぶ
ん
塾
か
ら
変
更
。
今
後
は
、

柳
川
市
、
み
や
ま
市
に
委
員
会
が

組
織
さ
れ
、
そ
の
活
動
は
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

第
35
回
八
女
市
星
野
少
年
剣
道

大
会
が
２
月
18
日
㈯
、
星
野
小
学

校
屋
内
運
動
場
で
行
わ
れ
、
小
学

生
23
人
が
気
合
の
入
っ
た
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
ご

ろ
児
童
を
指
導
す
る
先
生
た
ち
に

よ
る
試
合
も
行
わ
れ
、
児
童
ら
に

と
っ
て
は
見
稽
古
の
場
に
も
な
り

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

【
大
会
結
果
】

▽
小
学
３
年
生
以
下
の
部

優
勝　
谷
口
利
也

▽
小
学
４
年
生
の
部

優
勝　
柴
尾
紅
葉

▽
小
学
５
年
生
の
部　

優
勝　

宮
原
佑
介　

２
位　

山
中
翔

太　

３
位　
二
田
敦
史

▽
小
学
６
年
生
の
部

優
勝　
柴
尾
拓
望

▽
一
般
の
部

優
勝　
樋
口
裕
高　

２
位　
原
口 

登

３
位　
川
添 

全

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
金
）

18

雨の中、親子でお宝ポイント探しに出発！

入魂式の後、取り扱い説明を受ける自主防災組織員

受賞作品「みずがみさまへ」を読む仁田原さんと同じく全国
表彰を受けた渡邊さん（左）、寺本さん（右奥）

椎窓猛さんによる文面を久留米市在住の
版画家倉富敏之さんに彫っていただいた
版木で刷られた福岡県地区表彰の賞状

白熱した試合が行われました

ざ
ぶ
ん
と
心
に
ひ
び
く
作
品 

２
０
１
１「
ざ
ぶ
ん
賞
」

ち
び
っ
こ
剣
士
が
熱
戦
！

平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業（
宝
く
じ
助
成
金
）に
よ
り
、

上
陽
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
青
少
年
健
全
育
成
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

実
施
期
間
は
８
月
～
３
月
で
、

上
陽
校
区
の
小
中
学
生
や
保
護
者

を
中
心
に
延
べ
７
０
０
人
が
参
加
。

川
遊
び
、
山
遊
び
、
し
め
縄
づ
く

り
、
自
転
車
に
よ
る
旅
遊
び
な
ど

「
遊
び
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
。
こ
の

取
り
組
み
を
通
し
て
豊
か
な
自
然

と
ふ
れ
あ
い
、
異
年
齢
間
や
親
子

の
交
流
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

辺
春
五
区
自
主
防
災
組
織
で

は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
自

主
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
）
の

助
成
を
受
け
、
備
品
を
購
入
し
ま

し
た
。
今
後
地
域
防
災
の
た
め
に
、

災
害
現
場
や
訓
練
等
で
活
用
さ
れ

ま
す
。

【
整
備
さ
れ
た
備
品
】

▼
小
型
動
力
ポ
ン
プ
Ｂ
‐
３
級（
台

車
・
給
水
管
・
ス
ト
レ
ナ
ー
・
管
鎗
・

噴
霧
ノ
ズ
ル
・ロ
ー
プ
を
含
む
）１
式

▼
ホ
ー
ス
10
本　

▼
ホ
ー
ス
ブ
リ
ッ

ジ
１
セ
ッ
ト　

▼
ヘ
ル
メ
ッ
ト
34
個

▼
消
防
長
靴
34
個　

▼
防
火
外
套

６
着　
▼
折
り
た
た
み
担
架
３
個

▼
と
び
口
９
本　
▼
な
た
17
本

青
少
年
健
全
育
成
事
業
に

取
り
組
み
ま
し
た

小
型
動
力
ポ
ン
プ
な
ど
の

備
品
を
購
入
し
ま
し
た
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ニ
コ
ニ
コ
Ｏ
Ｂ
会
が
２
月
６
日

㈪
、
体
育
指
導
員
・
金
ケ
江
悦
子

さ
ん
に
よ
る
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
50
人
の

参
加
者
が
八
女
市
保
健
セ
ン
タ
ー

に
集
ま
り
、
高
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
熱
気
で
体
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

金
ケ
江
講
師
か
ら
は
、
貯
金
な

ら
ぬ
『
貯
筋
』
に
励
み
、
レ
ク
ダ

ン
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
続
け

る
こ
と
に
よ
り
、
衰
え
が
ち
な
筋

力
が
鍛
え
ら
れ
、
転
倒
防
止
に
役

立
つ
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。「
今
ま

で
の
指
導
を
守
り
、
心
身
を
鍛
え

て
き
た
人
は
、
5
～
10
歳
の
若
返

り
？
も
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
活
気
と
仲
間
と
の
交
流
を
保
ち

な
が
ら
ニ
コ
ニ
コ
Ｏ
Ｂ
会
は
、『
ず

う
っ
と
元
気
高
齢
者
』
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
」
と
堤
代
表
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

「
昔
な
が
ら
の
お
や
つ
と
食
の

大
切
さ
を
伝
え
よ
う
」
と
八
女
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
「
伝
え
た
い

ふ
る
さ
と
の
お
や
つ
」
が
２
月
24

日
㈮
、
星
野
小
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
の
子
ど
も
た
ち
の
「
お
や

つ
」
は
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
袋
菓

子
等
が
中
心
。
昔
は
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
や
お
母
さ
ん
が
家
に
あ
る
材

料
を
使
っ
て
手
作
り
お
や
つ
を
作

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ざ
る
に
残
っ
た

米
一
粒
も
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く

お
い
し
い
お
や
つ
に
変
え
、
食
の

大
切
さ
を
知
ら
ぬ
間
に
教
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
昔
な
が
ら

の
お
や
つ
を
児
童
と
保
護
者
に
味

わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
星
野
村

女
性
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
が
ふ
な
や

き
な
ど
７
品
の
試
食
を
準
備
。
西

田
陽
子
同
代
表
か
ら
一
品
ず
つ
紹

介
さ
れ
る
と
児
童
ら
は
歓
声
を
上

げ
、
手
作
り
お
や
つ
を
お
い
し
そ

う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
児

童
や
保
護
者
ら
に
食
の
大
切
さ
を

伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

黒
木
町
に
あ
る
笠
原
東
交
流
セ
ン

タ
ー
「
え
が
お
の
森
」
を
運
営
し
て

い
る
笠
原
里
山
振
興
会
主
催
の
シ
イ

タ
ケ
オ
ー
ナ
ー
種
駒
打
ち
体
験
が
２

月
26
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
地
元
の
農
家
で
シ
イ
タ
ケ

を
作
っ
て
い
る
松
延
千
代
美
さ
ん
か

ら
話
を
聞
き
、
自
分
の
持
ち
分
の
原

木
に
種
駒
を
打
ち
込
み
ま
し
た
。
昼

食
で
は
、
シ
イ
タ
ケ
の
炭
火
焼
が
ふ
る

ま
わ
れ
、
オ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
は
お
い

し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
収

穫
は
来
年
の
秋
ご
ろ
で
、
３
年
間
ほ

ど
収
穫
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

里
山
の
恵
み
、シ
イ
タ
ケ

を
栽
培

（上）さまざまなイベントが行われ会場は大にぎわ
い（左）子どもたちと触れあう姿が見られました

原木に開けられた穴に種駒を打っていました

ストレッチ体操などに取り組みました

あ
つ
ま
れ
！
元
気
も
ん
フ
ェ
ア
開
催

昔
な
が
ら
の
手
作
り
お
や
つ
に
ほ
っ
こ
り
笑
顔
！

今
年
で
５
回
目
を
む
か
え
る
八

女
市
青
少
年
体
験
事
業
発
表
イ
ベ

ン
ト
「
あ
つ
ま
れ
！
元
気
も
ん
フ
ェ

ア
」
が
２
月
25
日
㈯
、
お
り
な
す

八
女
で
行
わ
れ
、
約
２
５
０
人
の

子
ど
も
や
親
子
連
れ
が
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

折
り
紙
の
お
ひ
な
さ
ま
や
竹

ト
ン
ボ
な
ど
19
種
類
の
も
の
作

り
コ
ー
ナ
ー
、
ツ
ボ
健
康
法
や
防

災
カ
ル
タ
な
ど
４
つ
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
青
少
年
向
け
事
業
等
を
紹

介
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
青

少
年
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
会
員
や
中
高
生
の

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
、
支
援
者
の

皆
さ
ん
が
運
営
。
そ
の
ほ
か
、
和

太
鼓
演
奏
や
映
写
会
、
ク
イ
ズ
大

会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

の
会
場
は
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

で
最
後
ま
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
昼
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
東
・

西
公
民
館
講
座
「
男
の
料
理
教
室
」

受
講
生
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
お
い

し
い
カ
レ
ー
に
、
子
ど
も
た
ち
も
大

満
足
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
、
ク
イ

ズ
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
」「
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー

ナ
ー
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
が
や
さ
し

く
教
え
て
も
ら
え
て
楽
し
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
認
定

貯
金
な
ら
ぬ「
貯
筋
」に
励
み
ま
す

（上）手作りおやつのおいしさに
笑みがこぼれます（右）ごろし
など17 品も展示されました
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八
女
工
業
高
校
陸
上
部
出
身

で
、
２
０
０
３
年
パ
リ
世
界
陸
上

選
手
権
日
本
代
表
（
男
子
２
０
０

メ
ー
ト
ル
）
の
宮
崎
久
選
手
を
招

い
て
「
八
女
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ

か
け
っ
こ
教
室
」
が
２
月
４
日
㈯
、

西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
近
郊
か
ら
集
ま
っ
た
小
学
生

約
50
人
が
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

「
小
学
生
の
指
導
は
難
し
い
」
と
話

す
宮
崎
選
手
で
し
た
が
、
そ
の
明

る
い
人
柄
と
子
ど
も
に
も
分
か
り

や
す
く
丁
寧
な
指
導
に
、
小
さ
な

未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
興
味

津
津
、
や
る
気
満
々
。
ミ
ニ
ハ
ー

ド
ル
を
使
っ
て
、
足
運
び
な
ど
の

短
距
離
走
の
基
本
を
じ
っ
く
り
学

ん
だ
り
、
世
界
レ
ベ
ル
の
ラ
ン
ナ

ー
と
実
際
に
競
争
し
た
り
と
貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。

宮
崎
選
手
は
現
在
、
神
奈
川
県

を
拠
点
に
活
動
し
、
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
調
整
中
。

宮
崎
選
手
の
高
校
時
代
の
チ
ー
ム

メ
イ
ト
で
あ
り
、
教
室
を
主
催
し

た
八
女
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
の

樋
口
将
孝
コ
ー
チ
は
「
宮
崎
選
手

の
指
導
が
、
将
来
八
女
か
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出
す
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
す
ば
ら
し
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

高
速
道
路
八
女
イ
ン
タ
ー
近

く
の
高
速
バ
ス
利
用
者
専
用
駐

車
場
横
の
高
架
下
の
壁
面
に
３

月
７
日
㈬
、
岡
山
小
学
校
６
年

生
59
人
が
、
巨
大
な
絵
を
描
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
駐
車
場
周

辺
を
明
る
く
し
よ
う
と
市
か
ら

岡
山
小
学
校
に
持
ち
か
け
て
実

現
。
環
境
美
化
に
も
貢
献
で
き

る
こ
と
か
ら
西
日
本
高
速
道
路

か
ら
の
助
成
金
を
活
用
し
ま
し

た
。駐

車
場
が
で
き
る
こ
と
で
人

通
り
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、

暗
い
高
架
下
を
明
る
く
し
よ
う

と
子
ど
も
た
ち
は
３
班
に
分
か

れ
て
「
明
る
い
未
来
」
を
テ
ー

マ
に
３
つ
の
絵
を
考
え
ま
し
た
。

鳥
や
チ
ョ
ウ
が
飛
び
回
る
中
、

虹
の
上
を
走
る
機
関
車
や
地
球

の
ま
わ
り
で
手
を
つ
な
い
で
い

る
子
ど
も
や
動
物
た
ち
、
地
球

を
飛
び
出
し
宇
宙
を
走
る
列
車

な
ど
、
は
け
を
使
い
カ
ラ
フ
ル

な
絵
を
約
３
時
間
か
け
て
描
き

あ
げ
ま
し
た
。

八
女
市
古
文
書
講
座
は
始
ま
っ

て
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
２
月
25
日

㈯
に
、
江
戸
時
代
の
福
島
町
か
ら

久
留
米
城
に
通
じ
る
古
道
を
歩
き

ま
し
た
。
八
女
市
役
所
を
出
発
し
、

福
島
城
の
西
の
溝
口
～
久
留
米
橋

～
岩
崎
一
里
石
～
吉
田
山
～
下
茶
屋

～
太
田
川
～
広
川
～
高
間
の
一
里
塚

～
清
楽
茶
屋
～
郡
堺
石
を
歩
く
約

７
キ
ロ
の
工
程
で
し
た
。

八
女
市
は
山
下
先
生
と
池
畑
先

生
、
広
川
町
は
国
武
先
生
か
ら
親

切
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、
す
ば
ら

し
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
俳

人
野
田
成
亮
、
向
去
来
句
碑
の
由

来
、
昔
下
茶
屋
で
の
盗
賊
の
話
、
太

田
清
水
の
古
戦
場
の
話
、
平
井
鍛

冶
屋
跡
の
話
な
ど
よ
き
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
若
い
人
た
ち
に
も

参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
八
女
市
古
文
書
講
座 

小
川
博
文
）

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
熱
血
指
導
！ 

子
ど
も
た
ち
が
描
く「
明
る
い
未
来
」

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
か
ら
表
彰
状

八
女
・
広
川
の
古
道
を
歩
く 

八
女
市
古
文
書
講
座

長
年
に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
貢
献
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
２
月
10
日
㈮
、
橋
爪
房
義

さ
ん
（
川
犬
）
に
㈳
全
国
子
ど
も

会
連
合
会
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

昭
和
58
年
４
月
か
ら
地
域
の
子

ど
も
会
班
長
と
し
て
活
動
を
始
め

た
橋
爪
さ
ん
。
地
域
や
市
子
連
の

役
員
等
を
歴
任
し
、
平
成
14
年
４

月
か
ら
現
在
ま
で
市
子
連
の
会
長

と
し
て
活
躍
中
で
す
。
橋
爪
さ
ん

は
「
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
八
女

市
や
日
本
を
し
っ
か
り
と
引
っ
張

っ
て
い
け
る
よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
の
思
い
で
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
会
活
動
を
通
し
て

協
調
性
や
思
い
や
る
心
な
ど
を
身

に
付
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

長
年
に
わ
た
り
協
力
し
て
く
れ
た

家
族
に
感
謝
し
ま
す
」
と
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

かけっこ教室に参加した子どもたちと宮崎選手（中央）

表彰状を手にする橋爪さん

説明を受けながら古道を歩く参加者

壁の下絵に色を塗っていく岡山小の児童と描かれた壁画
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セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
景
観

整
備
に
紅
葉
を
植
栽

想
い
出
の
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
堪
能
！

県
農
協
中
央
会
長
賞
受
賞

小
雪
の
舞
う
２
月
19
日
㈰
、
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
園
内
の
セ
ラ
ピ

ー
ロ
ー
ド
沿
い
（
約
１
８
０
０
ｍ
）

に
１
２
０
０
本
余
り
の
紅
葉
の
苗

木
を
植
栽
し
ま
し
た
。

東
京
八
女
ふ
る
さ
と
会
と
の
交

流
や
自
然
環
境
保
全
事
業
支
援
等

を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ

と
黒
木
応
援
会
を
始
め
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
で
活
動
す
る
森
の
案
内
人

の
会
、
園
内
の
花
木
や
景
観
維
持

活
動
を
手
が
け
る
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八

女
愛
好
会
の
３
団
体
か
ら
参
加
し

た
50
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
い
て
つ
く
な
か
の

作
業
を
終
え
た
会
員
た
ち
は
、
近
い

将
来
、
見
事
な
紅
葉
が
期
待
さ
れ

る
ロ
ー
ド
の
景
観
に
思
い
を
は
せ
、

お
互
い
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

お
り
な
す
八
女
開
館
記
念
事
業

「
宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館
」
コ

ン
サ
ー
ト
が
３
月
４
日
㈰
、
お
り

な
す
八
女
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

司
会
の
清
水
ミ
チ
コ
さ
ん
や
ピ

ア
ノ
演
奏
の
小
原
孝
さ
ん
の
絶
妙

な
ト
ー
ク
に
会
場
は
爆
笑
の
連
続
。

ま
た
、
２
人
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
も

絶
賛
の
拍
手
の
連
続
で
し
た
。
さ

ら
に
、
歌
唱
力
に
定
評
の
あ
る
島

田
歌
穂
さ
ん
の
美
し
い
歌
声
と
迫

力
あ
る
東
京
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
管
弦

楽
団
の
演
奏
は
「
想
い
出
の
ス
ク

リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
、
会
場
は
熱
気
あ
ふ

れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

終
了
後
の
サ
イ
ン
・
握
手
会
、
記

念
撮
影
会
で
は
、
長
蛇
の
列
が
で

き
、
お
客
さ
ま
の
満
足
度
が
伺
え

ま
し
た
。

１
月
25
日
㈬
に
開
催
さ
れ
た
経
営

者
育
成
推
進
研
修
会
の
中
で
優
良
担

い
手
表
彰
が
行
わ
れ
、
石
橋
渡
さ
ん
が

認
定
農
業
者
個
人
の
部
で
県
農
協
中

央
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
石
橋
さ

ん
は
、
合
併
し
て
発
足
し
た
大
型
イ
チ

ゴ
部
会
の
初
代
会
長
を
務
め
る
な
ど
地

域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も

に
、
イ
チ
ゴ
と
米
麦
の
経
営
で
キ
ク
農

家
と
連
携
し
た
雇
用
型
園
芸
農
家
の
モ

デ
ル
と
な
る
取
り
組
み
や
、
研
修
生
の

受
け
入
れ
な
ど
新
規
就
農
者
育
成
に

貢
献
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

斜面に苗木を植えていきました

賞状を受け取る石橋さん（左）

会場からのあたたかい拍手に笑顔でこたえる出演者の皆さん

八
女
市
の
早
春
を
彩
る
第
23
回

夢
た
ち
ば
な
観
梅
会
が
２
月
18
日

㈯
～
26
日
㈰
ま
で
の
９
日
間
、
立

花
町
の
谷
川
梅
林
一
帯
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

例
年
な
ら
ば
会
場
一
帯
は
可
憐

な
梅
の
花
が
咲
き
ほ
こ
り
、
辺
り

を
包
む
梅
の
香
り
を
楽
し
み
な
が

ら
散
策
す
る
大
勢
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は

寒
波
の
影
響
が
厳
し
く
、
梅
は
１

～
２
部
咲
き
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
梅
林
内
の
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー

で
行
わ
れ
た
『
竹
あ
か
り
幻
想
の

世
界
』
で
は
、
約
３
千
本
の
竹
灯

籠
が
来
場
者
を
暖
か
い
光
で
迎
え

て
い
ま
し
た
。「
絆
」、｢

復
興
へ
の

祈
り｣

を
テ
ー
マ
に
、
立
花
小
学

校
児
童
や
八
女
市
立
花
消
防
団
な

ど
、
延
べ
６
０
０
人
を
超
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
期
間
中
の
土
日
限
定
で
し

た
が
、
平
日
開
催
の
要
望
に
応
え

て
20
日
㈪
・
21
日
㈫
に
も
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
好
評
で
し
た
。
訪
れ

た
人
は
、「
梅
の
花
の
咲
き
具
合

は
残
念
だ
っ
た
け
れ
ど
、
出
店
者

の
皆
さ
ん
の
心
遣
い
、
竹
あ
か
り

の
優
し
い
光
に
い
や
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
は
ぜ
ひ
陽
光
に
包
ま
れ
た
梅

林
を
散
策
し
た
い
で
す
」
と
の
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

復
興
へ 

祈
り
の
竹
あ
か
り

12東日本大震災の被
災地に向けたメッセー
ジが込められた竹明か
り3梅の花は2分咲きほ
どでしたが多くの家族
連れなどが訪れました

１

２

３

第
23
回
夢
た
ち
ば
な
観
梅
会
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市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
と
豊

か
な
自
然
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
公
共
下
水
道
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
整
備
完
了
区

域
か
ら
順
次
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
上
記
の
と
お

り
供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す
。
供

用
開
始
区
域
の
詳
細
は
、
４
月
２
日
㈪

か
ら
16
日
㈪
ま
で
上
下
水
道
局
で
縦
覧

で
き
ま
す
（
土
、
日
曜
を
除
く
）。

　

現
在
市
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
（
排
水
設
備
工
事
）
の
確
認
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
確
認
申
請
書
の
審
査
を

受
け
、
工
事
着
工
許
可
後
に
工
事
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
助
成
金
制
度
】

　

助
成
金
の
額
は
改
造
工
事
に
要
し
た

費
用
の
50
％
以
内
で
、
供
用
開
始
か
ら

工
事
完
了
の
日
ま
で
の
期
間
に
よ
り
次

の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
の
日
か
ら

◦
１
年
目
ま
で
＝
限
度
額
10
万
円

◦
２
年
目
ま
で
＝
限
度
額
８
万
円

◦
３
年
目
ま
で
＝
限
度
額
５
万
円

　

そ
の
後
の
工
事
へ
の
助
成
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

期
限
が
迫
る
と
、
指
定
工
事
店
へ
の

発
注
が
集
中
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
早
め
に
工
事
計
画
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
新
築
や
公
共
団
体
な
ど
の
改
造
工
事

は
助
成
の
対
象
外
で
す
。

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
助

成
金
制
度
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

【
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
】

◦
あ
っ
せ
ん
額
は
50
万
円
以
内

◦
借
入
れ
利
率
は
、
借
入
れ
時
の
長
期

プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
に
０・２
％
を
加
え
た

利
率

◦
償
還
は
融
資
翌
月
か
ら
36
月
以
内
の

元
金
均
等
月
賦
償
還

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

あ
っ
せ
ん
制
度
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

※
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
と
は
、
民
間
金
融

機
関
が
企
業
に
対
し
て
資
金
を
貸
し
付

け
る
際
の
最
優
遇
貸
出
金
利
の
こ
と
。

◦
１
か
月
の
使
用
料

基
本
使
用
料
１
４
０
０
円
（
使
用
水
量

７
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
）
に
超
過
料
金

（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
１
８
０
円
）

を
加
え
た
額

【
使
用
量
の
算
定
方
法
】

◦
上
水
道
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　
メ
ー
タ
ー
検
針
量
に
よ
り
算
定

◦
井
戸
水
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　

世
帯
人
員
に
よ
る
認
定
汚
水
量
に
よ

り
算
定

◦
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
す
る
場
合

　

上
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
量
と
認
定

汚
水
量
の
ど
ち
ら
か
多
い
方
に
よ
り
算

定※
認
定
汚
水
量
は
一
般
家
庭
用
で
す
。

事
業
所
な
ど
の
場
合
は
人
員
そ
の
他
の

態
様
を
勘
案
し
て
定
め
ま
す
。

世帯人員による
１か月当たりの認定汚水量

１人の場合 ７㎥
２人の場合 14㎥
３人の場合 20㎥
４人の場合 24㎥
※５人以上の場合、１
人 増すごとに３立 方
メートルを加算

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
の
受
付

助
成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

接
続
後
の
使
用
料

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

◉
問
い
合
わ
せ

◦
受
益
者
負
担
金
・
使
用
料
・
助

成
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
関
す
る
こ

と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道
総
務
係

（
☎
２
３・１
１
４
８
）

◦
排
水
設
備
・
下
水
道
工
事
に
関

す
る
こ
と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道

工
務
係
（
☎
２
３・１
６
７
０
）

公 共
下水道

凡 
例

█ 平成 23 年度以前供用開始区域
█ 平成 24 年度供用開始区域（追加区域）
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お
知

ら
せ

　

気
楽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
教
室
で
す
。
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ

で
も
大
丈
夫
で
す
。
室
内
用
運
動

靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体

操
・
囲
碁
ボ
ー
ル

⃝
日
時
＝
４
月
19
日
㈭
・
５
月
17

日
㈭
20
時
～
※
参
加
費
２
０
０
円

⃝
会
場
＝
立
花
体
育
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
白
木
郵
便
局
・

熊
手
さ
ん
（
☎
３
５
・
０
０
４
２
）

⃝
日
時
＝
４
月
22
日
㈰
９
時
30
分

⃝
総
会
場
所
＝
八
女
市
体
育
館
（
青

少
年
ホ
ー
ム
）
総
会
終
了
後
池
の
山へ

⃝
歩
行
コ
ー
ス
＝
池
の
山
～
花
公
園

付
近
を
散
策
※
入
園
料
お
よ
び
昼

食
は
各
自
負
担

⃝
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
０

０
円
（
保
険
料
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会
鶴
さ

ん
（
☎
０
９
０・３
３
２
６・３
１
３
３
）

　

電
話
応
対
を
マ
ス
タ
ー
で
き
る

よ
う
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
に
重
点

を
置
い
た
研
修
を
行
い
、
好
感
度

が
ア
ッ
プ
す
る
接
遇
を
学
び
ま
す
。

受
講
料
２
千
円
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。定
員
30
人（
先
着
）

⃝
日
時
＝
４
月
17
日
㈫
10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所

⃝
講
師
＝
田
畑
昌
子
さ
ん

⃝
研
修
内
容
＝
ビ
ジ
ネ
ス
電
話
、
言

葉
遣
い
、
お
茶
接
待

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

向
上
を
考
え
る
」
―
家
族
・
地
域
・

社
会
の
絆
―
、
講
師
＝
久
留
米
大

学
医
学
部
神
経
精
神
医
学
講
座
教

授
内
村
直
尚
さ
ん

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
作
業
所　

（
☎
２
３
・
１
７
４
７
）

⃝
日
時
＝
５
月
８
日
㈫
か
ら
１
年

間
の
毎
週
火
曜
19
時
30
分
～
21
時

※
開
講
式
５
月
８
日
㈫
20
時
～

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

⃝
受
講
料
＝
無
料
※
要
教
材
費

⃝
定
員
＝
30
人

⃝
申
し
込
み
＝
文
化
課
（
☎
２
３
・

１
９
８
２
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ

タ
ー
室
内
合
奏
団
野
田
さ
ん

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　

母
子
家
庭
の
母
、
ま
た
は
か
っ
て

母
子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦
で
、
求
職

あ
る
い
は
転
職
希
望
者
。
講
習
会

商
工
会
議
所
（
☎
２
２・５
１
６
１
）

　

手
話
を
習
得
し
て
聴
覚
し
ょ
う

が
い
の
人
と
交
流
を
深
め
ま
せ
ん

か
。
参
加
無
料

⃝
日
時
＝
５
月
９
日
～
12
月
５
日

の
毎
週
水
曜
日
19
時
30
分
～
21
時

（
８
月
15
日
を
除
く
）

⃝
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館

⃝
募
集
＝
中
学
生
以
上
50
人
先
着

⃝
申
込
締
切
＝
4
月
17
日
㈫

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
２
３・０
２
９
４
）

　

八
女
地
域
精
神
障
害
者
家
族
会

「
の
ぞ
み
会
」
30
周
年
お
よ
び
社
会

福
祉
法
人
ハ
イ
ジ
福
祉
会
後
援
会

「
あ
す
な
ろ
会
」
３
周
年
を
記
念
し

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
５
大

疾
病
に
加
え
ら
れ
た
精
神
疾
患
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
当
事
者
や

家
族
の
声
を
聞
き
も
っ
と
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

講
演
会
の
ほ
か
に
様
々
な
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
期
日
＝
４
月
15
日
㈰
10
時
30
分

～
（
※
講
演
は
14
時
～
）

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル

⃝
講
演
内
容
＝
「
精
神
疾
患
患
者

さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の

終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
人
20
人
募
集
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
初
級
（
夜
間
）
講
習
会

⃝
期
日
＝
５
月
15
日
～
30
日
の
間
、

平
日
（
火
水
木
金
）
夜
間
10
日
間

⃝
時
間
＝
18
時
～
21
時
、
１
日
３

時
間
（
全
30
時
間
）

⃝
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３

１
５
０
円
程
度
自
己
負
担
）

⃝
託
児
＝
無
料
（
要
予
約
）、
原
則

１
歳
～
就
学
前
ま
で

⃝
締
切
＝
４
月
25
日
㈬
必
着

⃝
会
場
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

⃝
申
し
込
み
＝
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
８
１

６
‐
０
８
０
４
春
日
市
原
町
３
‐
１
‐

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号
）

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
／

℻
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
２
３

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
福
岡
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
子

育
て
支
援
課
に
も
あ
り
ま
す
。

八
女
地
区
精
神
し
ょ
う
が
い
者

地
域
支
援
講
演
会

立
花
町
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

手
話
教
室
（
前
期
）

総
会
お
よ
び
星
野
ウ
オ
ー
ク

接
遇
セ
ミ
ナ
ー

就
業
支
援
講
習
会

12月１日から「八女市空き家バンク」
がスタートしました。空き家を売りたい・
貸したい人がいらっしゃいましたら、下
記までお問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上陽町・
立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝八女市空き家バンク情
報センター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）
★受付時間＝平日9時～17時
※お越しの際は必ず事前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪

八女市では、お子さんが小・中学
校に通学するうえで経済的な理由
でお困りのご家庭に対して、学用品
費などを援助する制度があります。
◦内容＝学用品費、校外活動費、
給食費、修学旅行費など
◦対象＝生活保護世帯と、それに
準ずる程度に困窮している世帯
◦申し込み・問い合わせ＝学校教
育課学務係（☎２３・１954）また
は各支所総務課

教
室
・
講
座

第
38
回
Ｕ
Ｇ
Ｅ
初
心
者
の
た

め
の
ギ
タ
ー
教
室

就学援助制度の
お知らせ

ちくご子どもキャンパスは筑後地域一帯
を学びの場として活用して行う、体験型
学習プログラムを提供しています。4 月1
日から平成 24 年度体験学習プログラム
の受講生を募集しています。対象者は原
則小学４年～６年生の児童です（プログ
ラムにより異なります）。詳しい内容につ
いてはホームページをご覧ください。
　http://www.chikugo.cc/

筑後田園都市推進評議会受講生募集

子どもキャンパス 検索

4 月は未成年者飲酒防止強調
月間です お酒は 20 歳になってから

福岡国税局・税務署
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飲
酒
の
こ
と
で
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
や
ご
家
族
が
集
い
、
体
験

談
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

の
19
時
～
21
時

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

研
修
室
２

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
國
武
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
８
３
５
３
・
４
２
２
４
）

⃝
内
容
＝
多
重
債
務
、
生
活
保
護
、

セ
ク
ハ
ラ
、
離
婚
、
Ｄ
Ｖ
等
の
相
談

（
司
法
書
士
の
業
務
に
関
す
る
も
の

に
限
る
）。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
安
心
し
て
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
４
月
22
日
㈰
10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
福
岡
県
司
法
書
士
会
館

⃝
相
談
電
話
番
号
＝
０
９
２
・
７
２

４
・
９
５
０
５
／
面
談
予
約
電
話
番

号
＝
０
９
２・４
０
７・０
８
１
３（
面

談
予
約
締
切
日
４
月
20
日
㈮
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
☎
０
９
２
・
４
０

７
・
０
８
１
３

⃝
日
時
＝
４
月
18
日
㈬
10
時
～
15

時
30
分
（
一
人
30
分
）

⃝
場
所
＝
福
岡
県
弁
護
士
会
天
神

弁
護
士
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
中
央
区
）

⃝
予
約
＝
４
月
２
日
か
ら
電
話
で

先
着
受
付
。定
員
30
人（
☎
０
９
２・

７
４
１
・
３
２
０
８
）

　

４
月
10
日
の
法
テ
ラ
ス
の
日
に

ち
な
み
、
無
料
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
予
約
制
、
先
着
順

▼
弁
護
士
会　
日
時
＝
４
月
10
日

㈫
13
時
30
分
～
16
時
／
場
所
＝
八

女
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
／
予
約
＝

久
留
米
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
４
２
・
３
０
・
０
１
４
４
）
※

４
月
２
日
受
付
開
始

▼
司
法
書
士
会　
日
時
＝
４
月
10

日
㈫
13
時
～
16
時
／
場
所
＝
筑
後

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
／
予
約
＝
県

司
法
書
士
会
（
☎
０
９
２・７
２
２・

４
１
３
１
）
※
４
月
２
日
受
付
開

始▼
法
務
局　
日
時
＝
４
月
19
日
㈭

13
時
～
16
時
／
場
所
＝
法
務
局
八

女
支
局
／
予
約
＝
同
（
☎
２
３
・

２
６
０
３
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
土

地
ま
た
は
家
屋
の
縦
覧
帳
簿
を
縦

覧
で
き
ま
す（
償
却
資
産
は
除
く
）。

　

概
ね
65
歳
ま
で
の
意
欲
あ
る
人

を
30
人
程
度
募
集
し
ま
す
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
開
講
期
間
＝
５
月
19
日
～
10
月

６
日
（
第
１
・
第
３
土
曜
日
９
時

～
12
時
、
全
10
回
）
※
８
月
の
第

３
土
曜
日
は
第
４
土
曜
日
に
開
催

⃝
場
所
＝
Ｊ
Ａ
八
女
北
支
店
お
よ

び
研
修
圃
場
・
管
内
農
家
圃
場

⃝
受
講
料
＝
１
２
６
０
０
円（
資
料・

資
材
代
含
む
）
※
１
回
目
の
講
座

時
に
徴
収
。
途
中
で
受
講
を
中
止

さ
れ
て
も
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。

⃝
内
容
＝
▽
野
菜
栽
培
の
土
づ
く

り
か
ら
収
穫
ま
で
▽
果
樹
・
花
き

栽
培
の
基
礎
▽
茶
栽
培
管
理
と
お

い
し
い
お
茶
の
入
れ
方
▽
水
稲
の
講

習
と
お
い
し
い
米
の
炊
き
方

⃝
応
募
期
間
＝
４
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

⃝
申
し
込
み
＝
同
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
３
７
８
）

女
性
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

「
遺
言
の
日
」
無
料
法
律
相
談

法
テ
ラ
ス
の
日
記
念
相
談

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

八
女
断
酒
友
の
会
へ
の
お
さ
そ
い

縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
本
人
を
証
明
す

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
代

理
人
の
場
合
は
本
人
を
証
明
す
る

も
の
と
「
委
任
状
」
が
必
要
で
す
。

⃝
縦
覧
期
間
＝
４
月
２
日
㈪
～
５

月
31
日
㈭
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

※
本
庁
は
水
曜
日
の
み
19
時
ま
で
。

⃝
縦
覧
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
本
庁
１
階
税
務
課
固
定
資
産
税

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
２
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
（
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必

要
）」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
5
月
利
用
者
の
会
＝
４
月
21
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

八
女
市
へ
水
道
用
水
を
供
給
し

て
い
る
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業

団
で
は
、「
24
年
度
水
質
検
査
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
市

上
下
水
道
局
上
水
道
係
お
よ
び
同

企
業
団
の
窓
口
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
企
業
団

（
☎
０
９
４
２
・
２
７
・
１
５
６
３
）

http://w
w

w
.sfw

ater.or.jp/

　

き
れ
い
な
け
し
の
花
を
見
か
け
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
け
し
に
は

植
え
て
良
い
も
の
と
悪
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
け
し
を
見
か

け
た
人
は
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

か
警
察
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

▽
草
丈
が
大
き
く
１
メ
ー
ト
ル
以

上
に
な
る

▽
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て
お

り
、
毛
が
な
い
▽
茎
を
抱
き
込
む

よ
う
に
葉
が
生
え
て
い
る

▽
葉
が
大
き
く
長
楕
円
形
で
、
ま

わ
り
の
切
れ
込
み
が
浅
い

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

平
成
24
年
度
水
質
検
査
計
画

Ｊ
Ａ
の
「
今
こ
そ
農
業
塾
」

　八女市の固定資産税の税率は、１．６％です。た
だし、「合併の特例等に関する法律」の規定により、
旧５町村の固定資産については、合併前の税率１．
４％で課税されてきました。特例には期限があり、
次のとおり本来の固定資産税の税率となります。

旧町村名／課税年度 23年度 24年度 25年度
旧上陽町 １．４％ １．６％ １．６％
旧黒木町、旧立花町
旧矢部村、旧星野村 １．４％ １．４％ １．６％

合併町村の固定資産税の税率

▼固定資産税の年度における税率について



広報やめ　2012.4.125

無料法律相談
◦ 4 月19日㈭（4/5 予約開始）、5 月10
　日㈭（4/25 予約開始）13:00～ 16:00
　／※予約・法務局八女支局☎ 23・2603
◦ 4 月13 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 4 月 20 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 4 月 27 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域
    福祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 4 月 20 日 ㈮ 10:00 ～ 12:00／八女
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦4月12日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦4月20日㈮９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦4月17日㈫10:00 ～ 11：00
　／黒木総合支所※問い合わせ＝　
　リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦4月6日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月11日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦4月13日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎２３・１１１１）
◦4月18日㈬13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月4日㈬、18日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月16日㈪13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月11日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦4月11日㈬9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎２３・０２９４）
◦4月13日㈮13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月20日㈮13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館

心配ごと相談（社協☎２３・０２９４）
◦4月4日㈬、18日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月11日㈬、25日㈬13:30 ～
　16:00 ／地域福祉センター（上陽）
◦4月4日 ㈬、18日 ㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月11日㈬、25日㈬9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談
◦4月6日㈮13:00～15:00/商工会議所
税務相談
◦4月9日㈪10:00～15:00/商工会議所
経営支援相談会（中小企業診断士アドバイス）
◦毎週月曜日13:30 ～ 16:30
　／商工会議所※予約☎22・5161
社会保険個別相談
◦4月18日㈬10:00 ～15:00 ／商工会議所
※久留米年金事務所へ要予約☎0942・33・6215
不動産相談
◦4月25日㈬13:00 ～ 15:00
　／商工会議所
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦4月17日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所206会議室
◦4月12日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月13日㈮・17日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月17日㈫10:00 ～12:00／かがやき（立花）
◦4月12日㈭11:00 ～12:00 ／矢部公民館
◦4月26日㈭10:00 ～12:00 ／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜10:00 ～ 16:00 ／黒木総合
　支所　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）※予約☎0944・72・2812

弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦毎週月～金曜８:30 ～ 16:30 ／八女
市役所消費生活相談室☎23・1183
◦毎週水曜9:00～16:00 ／黒木総合支
所１階第３相談室☎４２・１１１１

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育研究
　所※予約☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:40
　／日本損害保険協会（☎092・713・7318）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 18:00 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ※予約☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担
保相談（武富士破たんに伴う電話相談）
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19:00 ～ 20:00 ／福岡県青
年司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
八女市地 域 包括（ 本 所内）☎23・
1203 ／八女市東部地域包括（黒木総
合支所内）☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
八女市社会福祉協議会（☎23・0294）／上
陽支所（☎54・3629）／黒木支所（☎42・
2131）／立花支所（☎37・0036）／矢部支
所（☎47・3123）／星野支所（☎52・3165）

火災出火件数   6件 （  7件）
救急出動件数 243件  （495件）
救急搬送人数 230人 （470人）

発生件数 32件 （65件）
傷　　者 40人 （90人）
死　　者 0人 （0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 69,291  (-55)
男 32,684  (-20)
女 36,607  (-35)

世帯数 23,966  ( 15)
　※（　）内は前月比

出生 28 人 転入 128人
死亡 90 人 転出 121人

相談はお気軽にどうぞ

◦道路公有水面占用料
◦住宅家賃　 ◦保育料
◦水道料金　 ◦下水道使用料
◦農業集落排水施設使用料

▼ 2 月の交通事故の状況

▼ 2 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（3 月1日現在）

▼ 2 月の異動
納期限・口座振替日は5月1日㈫

※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると延滞
金が加算されることになります。※納付書をなく
された人は担当課へご連絡ください。

４
月
に

納
め
る
も
の

電 話 相 談

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約



川口 結
ゆ い か

衣花ちゃん

Ｈ23年4月20日生（室岡）

かじゅくん1歳おめでと
う♡元気いっぱい育って
ね！大好きだよ♡

結衣花ちゃんお誕生日
おめでとう。これからた
くさん一緒に遊ぼうね♡

誠人１歳の誕生日おめ
でとう！元気いっぱい
強い子になってね☆

お誕生日おめでとう♡お
姉ちゃんとお兄ちゃんと
仲良く元気に育ってね。

お誕生日おめでとう♡
これからも３姉妹仲良
く元気に育ってネ♪

山本 陽
は る と

斗ちゃん

伊豫 暖
は る と

人ちゃん

Ｈ23年4月5日生（酒井田）

Ｈ23年4月15日生（土窪）

竹下 誠
ま さ と

人ちゃん

城後 龍
りゅうと

利ちゃん

森山 歌
か の ん

音ちゃん

Ｈ23年4月5日生（室岡）

Ｈ23年4月13日生（蒲原）

Ｈ23年4月29日生（上横山）
牛嶋 和

かずあき

亮ちゃん

Ｈ23年4月22日生（納楚）

誕生日おめでとう。日々
の成長する姿を家族み
んなで喜んでいます。

お誕生日おめでとう♡こ
れからもその笑顔で周
りのみんなを癒してね♡

桜ちゃんいつも家族を
癒してくれてありがと
う♡

お誕生日おめでとう♡
これからも元気いっぱ
い大きく育ってね♡

1歳おめでとう♪いつもか
わいい伶音くん♡お兄ちゃ
んと仲良く元気に育ってね。

お誕生日おめでとう！
これからも元気にスク
スク育ってね！

一歳のお誕生日おめで
とう！お兄ちゃんと仲
良く元気に育ってね！

お誕生日おめでとぉ☆
これからも桜愛パワー
炸裂でッ‼大好きだよ♡

☆祝１歳☆大好きなお
兄ちゃんと仲良く元気
に育ってね♡

元気で明るい愛心ちゃ
ん♡これからも元気に
すくすく育ってね‼

祝1歳。元気で逞しく
育ってね。生まれてき
てくれてありがとう。

さくらちゃん、一歳お
めでとう！すくすくと
元気に育ってね♪

けんぼーお誕生日おめ
でとう♡お姉ちゃんと
仲良く元気に育ってね！

1歳のお誕生日おめで
とう♪お兄ちゃんと仲
良く元気に育ってね♡

食べるの大好き心音
ちゃん♡心華ちゃんと
仲良く元気に育ってね♡

牛嶋 里
り は く

珀ちゃん

浅沼 愛
あ い み

心ちゃん

奥薗 奏
か な た

太ちゃん 野上 さくらちゃん

室園 健
けんしん

心ちゃん 曲渕 陽
ひ よ り

依ちゃん

幸野 心
こ こ ね

音ちゃん

川上 桜
お う が

河ちゃん

大坪 さくらちゃん 近藤 伶
れ お

音ちゃん高取 憲
け ん ご

吾ちゃん

緒方 蒼
そ う ま

真ちゃん

中嶋 桜
は る あ

愛ちゃん

Ｈ23年4月10日生（岩崎）

Ｈ23年4月2日生（馬場）

Ｈ23年4月25日生（高塚） Ｈ23年4月27日生（本）

Ｈ23年4月7日生（蒲原） Ｈ23年4月8日生（本村）

Ｈ23年4月27日生（本村）

Ｈ23年4月4日生（本村）

Ｈ23年4月15日生（蒲原） Ｈ23年4月17日生（井延）Ｈ23年4月11日生（黒土）

Ｈ23年4月2日生（忠見）

Ｈ23年4月28日生（酒井田）

おたんじょうびおめでとう

みやびやかな白壁の町並み

♬放送時間＝毎週土曜日 9:30～9:55　♬放送時間＝エフエム福岡 82.1mhz（久留米中継局） 茶のくに
八女は楽しい♬

♪

　「雛の里・八女ぼんぼり
まつり」が2月11日㈷から
3月11日㈰まで福島地区一
帯で行われました。
十二単衣と束帯姿の結
婚式が福島八幡宮で行わ
れ、沿道からたくさんの
祝福を受けながら白壁の
町並みを古式ゆかしく練
り歩きました。箱雛や雛
飾りが飾られ華やかな福
島地区一帯を、多くの人
が訪れさまざまなイベント
などを楽しみました。

3月4日㈰
古賀さん夫妻

2月26
日㈰

金井さ
ん夫妻

①3月4日・11日に行われた「和服でめぐる八女のまち」ではたく
さんの人が和服姿で白壁の町並みを散策しました②お雛様に願い
を託し流す「願い雛」③④今年から新調された十二単衣と束帯姿。
2組のカップルが挙式を行い、多くの人から祝福を受けました

①

②

③ ④

▼
今
年
の
観
梅
会
の「
竹
あ
か
り

幻
想
の
世
界
」。一つ一つ
が
と
て

も
繊
細
に
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い

て
、制
作
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
の

東
北
地
方
の
復
興
へ
の
想
い
が

伝
わ
る
作
品
で
し
た
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
つ
い
に
私
も
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。
こ
の
小
さ
な
端
末

機
器
を
眺
め
て
い
る
と
、
本
当

に
世
の
中
は
便
利
に
な
っ
た
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
半
面
、

携
帯
電
話
な
ど
な
か
っ
た
昔
を

懐
か
し
く
も
思
い
ま
す
。ス
マ
ホ

依
存
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

広報

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
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満１歳のお子さまの写
真を募集しています。
名前・生年月日・住所・
簡単なコメント（30字
以内）を添えて、誕生
日前月の7日までに直
接お持ちいただくか、
郵送でお申し込みく
ださい。応募多数の
場合は先着順となりま
す。●申し込み＝市長
公室秘書広報係（☎
23・1110）


